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溪谷に於ける氷材の保激生産的經掻に必要な韮慰職術

的智識はすでに明らかであ愚。多くの噸が今問明らかモは

ないが目下緊急の獅蝿，擬料をあたへることがTV乳林

農業經普分析のさしあたっての目的ﾓﾑる｡TVAの蕊林中
第ユI風の鐙林地は現在15年生と蹴った。これは数10蕊エ

ーカーの樋栽樹(pllltltedtm鋤が醜に洩長臓幽のための

間伐(tl'innimg)宏必要とずる年齢に近づいた事を意味す

る。初期の試職では若い松の林分の間伐からエーカー懲り

300,､1500本の枕を生鯖･する笹である。防腐鯉理をすれば．

この抗は農閲用柵ぱ"mfcn"のとして多年利用し得るの

である。間伐と收麓澱定木の枝打(Prming)は生長を促進

し、牧礎材の品質佃値を珊大する。

| 鵜灘灘
pl:mting）して生産率を向上せしめる方法は、ある大木材

蔀tの郷§した試験地で研究されている。

林地糠理の分野ですべての林業技術着にとって最大の開

ム心到fは、洪水洲雛上の施業の蚊果轌ある。森林の敷用のこ

の分野に關してil)VWは洪水と土鯉流失に鋤する森林植生

の影欝を細将に測定研究している城か所の小淵鍼を狩って

いる。これは山林間林業賊翰溺の行っている伺稚の研究と

緊密な遡購を保って行はれている。この雛敢u'VAの蔵熱

流域の一つにW11ite班｡】】0Wの3WI菖方の地鋤3ある。

1936年試職が開始された時には、役に立たなくなって放乗

された耕地が難盤槻の橡にあったのでこれらは直ちに遊林

され醗斌に防火幽紐が鮒ぜられた。10年後には溪蝕の璽跡

ほ砧んど見られなく左り沈耀血に沈泥はすこしも見られな・

くなった。夏季山頂からの識水避は以前のわづか'/加とな
った。

その他の森林の敷果に側する鶴はノーリス附近の試震

雄から炎められている。共麗からの1948年i蓬の喪斜は水
－－－一一一一一一一一一一一
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の漉豊に於ける調淋の瓶嬰性について砿明している。即ち

林木の生育期間に降った'5インチ降雨鑓中3イぞチは地
面に達していない。即ちそれは樹莱にとらへられて再び空

中に蒸發したのである。他の多くは林地の被覆物に吸收さ

れた。10.7インチだけが峨物土壌に卿､た。しかし供試地

の林木は俊際は16．4インチを瀧發さぜたのである。これ

は林木地は殆んど6インチ惣土壊中の貯水暦がら吸收した
事を意味する。それは叉土澱中のI糊墹隙は､最大の雨避

差除き、大低の雨に役立つ辨、ために翼季は洪水の機密を

域少し、多季に於ても多くの作用をなすものである事を意

味寸一る。赫地では地表上の雨の瀧下はない故に侵蝕も起ら

ないのである。

六．造林の三十年

1933年識7州の苗卿は鐙林用苗＊383蕊7“0本を生

産した。1副8-49年の髄樹期には園38茂沌Ⅸ木を生産し

窟生産は向上しつLある。1932一1“7年間腱テネシー渓谷

の迭林面談は115俵となったにも拘らず國有林の遼林面讃

はその間.わづか2.5傭に塒大したにすぎ雄い。1948-49

年の迭林期挺渓谷の7州は全アメリカの繍遡称面徴の23％

を識kした。

CCC通勤の時代19,3年-1942年は遥林に濁する人必の

努力は"I純な奉仕の墹榊から出たものであって、土地所有

着の利益のため淀植えられだのである。従って土地所海霧

は植えられた木を保離す居,努力を柳ふに止まった。その後

私有林所有者は自身で遡林を始めた。1W.Aほ苗木馥成を

もって最大の買献記している。

政府のﾎ1鋤及耕及綴捌と協力して各州の林業技術者は州

内の遥林計識を樹立Fﾗー る。郡艇務係は縫足の苗木交付申譜

逹受付け、承認し､苗木が配輪されたI職j株瞥及運動を展

開する。苗木通正しく植え、火災や病湿弱から保護;-ろ

事を誓約する、テネシー河流域の土地所有我には雛でも無

料で苗木は交付され利州されるblllVAの二苗圃はClilltonp

TenntSScebMugCleS11oMIIgAMbnmnにある。その可能年

生趣偉5000茂木と見識られてし､ろ。過去の祇噸は年約

2“0衷本であった｡揮翻別生艤率は'･blollypino6Q%
gllortl"fYpine25%,Wilitepine4%,bl"klo(!"t7%

）一

。
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y(mlowI)olil''r1%その他雛3%である。Wllitel)inc以

外の全柧苗は一年生苗木に育てられぁ。wIlitcl)illeは苗床

で2年おかればならぬ。生産数は刊沐1000本につきﾕI墾i

5.20ドルである､CCC証或勝代の迩休に比べて、協同締刷I

の樹鹿として厩肋すべき濟例がある｡,それは購誹一到何

聯かたらざらん」を實證すろもの壱ある。

その例は､郡林務護師補を持つ漢谷の3郡中の二一つテネ

シムリHペン',ﾝ郡の光殿である｡技師袖のｵ調の下に数ケ

村の住民力罐蝕と岡ふために閥締した｡彼竿は造林期には
瓦に他村へ援助に行く、時には35～40人が一閲となって、

1人で数週間を要する識休を1日で完成するといふ具合君

ある。かつてその土地を皆伐しﾊﾆ老人弧は「伐った木を雛

からIqの上v､反對に鱒がしていち｣(鑑林するの鋤といっ
ているロ

ミシシッピー州チシヨミンゴ郡については特に言及せね

ばならない。この郡は渓谷の珊嚇で、年100茂木を篭林し
た腱初の郡としての名響を撫っている｡1948-49年の鋤；
期約‘1か月間に、2弱人の土地，諭謝が1250エーカ戸の

'遊林用緬§125蕊本を完城した。1日500木憶えの2噛髄
つけ功羅からいへぼ、これは約2500人日の努力艇粗憐する

過去に於ける溪緋の鑑林の遜歩は良好毛あったが一両、

その通産ば残念ながら懇玲たるものであった。といふのは

1949年6月30日迄に2億本以上の窟沐がTVA苗m･G"

成せられたに拘らず翌淋面散はわづか15"2000エーカー

､に過ぎない。この土地の大部分は過去没蝕の窪大な土地pG
あった。しかし尚この地域には50茂エーカーの要遡淋地

と溌伐と火災のために天然更新てはとうてい回裡されな､、

50菰或いはそれ以上の土地力裂i林のため残されてL,ろ。
＝

大‘職後遜ﾎ師職は年々 向上し1946年は辱'エーカー、

1947年は4921エーカー､19j8年は9別0エーカー､1“9年
は13872エーカーが識林された。年35000エーカとの泌林

而俄に珊大し得て初めて、遜林莱務にi秘時ろ多くの人舞
にとっては、目標錘成といふべきである。

試.駐造林

かつて理VAの剃謂支術者は砂防鑑林上の多くの間魍に

直面した，他の諸駿關と迩煕lｨて溌立された試醗強林地は
20甑以上の樹面を取扱ふ6系統の試瞼W篭の下に慮理され
ていぉ．それらは数'00エーカーにオゥたる数ケ所の試馳地

を嬰した。この試験は全溪符の弛林計識に對し理論的指針
をあたえた。大部分の溪谷にある天然生樹種の一つである

8110rtlcnfpineは概して“な生育を示した。かつては

極端な#聴地と老へられていた土地に於てさへ識林浄鐵中
のVirgininp:neと大部分交代した。材賀を多少異にする

けれど1oblonymneはその天然的分布の範函を越えて鑓

一〈

、

林されても坐畏は旺嘘であぉ。これはShortl"fpineと

IInじく、かつてVirginilll)i"蝉が避祢された地域にも使
州さｵ唾いる。W11it.I'incはその天然聖育地以外のある地

域にも利用出来るし、その生育は良好である。腿鰕樹の試

醗続果によれば.blllcklocust及yeliowpopl"は良好な

立地に於てのみ浦足な識果を縄に。blackloe"tは郷陛を

施せば､良好なろ立地腫於いて垣杭用錘Is&"ncepo9tpln-

ntingg)樹諏として推鍵される。それは蝋郷林分として叉

la:yrlloWpoP】arと汎濡して迩林さるべきである。

yelloWpop】恥rは材髄のよい郷土IR諜樹であるが.､立地

良好な土地にの鞠M鍵される、それは、粟whitGI)ineと

混涌すれば“さ大である｡テネシー南邸郵の殆んど砂測b

したCopperBasin郷は鋳に悶雛な叢林上の間題を提供し

て悪;蕊鑪鰄:鷲雛競蕊“ヒ
ハ

ーF

ScriceaIERpede狐が維棋されて石灰と漢がほどこされた。

溪符流域には､WeepinglOwgrllHsを播き、濡蕊氾捜ひ、

謹紫と燐肥を典へた。loblO11ypineは浸蝕大な為地域以

外の所にXjひられる。没蝕地では只PitfJL(大王鍋か

Virgininpine"生き窪り得るモあらう。

七．林産物の合理的利用

木材利用を餓密に那塗すれば､立木材識の50％が不經ノ
済に使用されているか叉は股材となっている郡がわかる。

しかし我だが腹材利用について現在知り得た方法を採用ず

れば､渓谷の駁材の獄職75％迄は減少させ郷るし、それ

は鯏腫て數侭ドルの償値を生むのである。

I
1．利用研究

溪弁に於ける林莱發腿遊促池ｻーるため最も必璃な郡の一へ
つは、賞に材賀劣悪な!”細の合理的利用である。これは

ulち過去に、伐木夫に見碓てられた林木であって､現瀧間
DB

燕林内に放鉦されているもの種ある。そのためそれらは、

良好にして生長I庄盛な棚髄に利剛さるべき生諭綱Ⅲを占領

している。

α・義唐材(IJ'micntedl''mber)

この問題を解決するために'rVAiXGcoxRillの.深

學校と協力して、l斑莱濁の蹴板から菰屑材P(Inmimte(1

1nn'ber)を作る迦敬溌m,匪縮磯(a('ontin''ouggl'1e

I)m"1を發逹せしめた。この溌な機械は次馳に弛歩L，

鍛新式機械の”勘撒けられている。この方法を二I操化
して商品にしようと爺って､､ろ工築家達は、この研究の

寒間的報告を利用している。

".木材種(Woodsugar)

更に新しい解決錐は、加水分解とよぼれる方法で、木

2〕･一
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材を糊に鍵へる郡がその一つであ‘る｡.林産試駒期祗汲鵬

世しめられた方法を川ひ、叉一部の挫置を試職期から、

もらって、Ⅲ､VAのウィルソン〆ムW雛のｲ碑技師は、1

木材の加水分解用最新椴械を活蹄させている。こめ地方
では、木材加水分解の研究に利用される樹種は大低針蕊

御ご限られていたが､狸'VAの研究では､燃材叉は工溺

駿材の形の臓葉徴を含んで､､ろ｡生産される木材眺恥!‐

1ns9)は、農業試騨期に譲られて、家畜の抑制飼料試験

<co''1rollednedingtest8)に使はれている。．

‘．女ンニン

病過密の餌食となって倒れる栗の木が多い秘、この地

方のタンニン採集業者は、m瞬用索材力喚へられたと喜

んでいる。化學工業技師及研究家は､わが地方の郷土箙

物の大部分の素材を分析して､架の代用品としては隈風

力報も有望である率を報皆している。アメリカのタンニ

ン用樹木の多くがテネシー漢谷地方にあるので、Ⅲ､VA

はタンニン資源としての樫の背阪(cakslabs)研究の紹

介者であった。

この地方の製材工鋤から無められる背振は平均4.5％

の鋲ジニンを含んでいるが、その中經湾的に抽出される

のはわづか2.8％であった。それは品質湿良"毛商談の

革を生産する。

架材に比べると鰹の背板のタンニン含有澱は少ないの

で、その抽出饗は糟iい･この饗用の差額をなくする目的

で、樹皮と材部分離の一池の研究が行はｵI莚↓･る。その

目標は．タンニン原料として樹皮を材部から分離し、製

紙原料として材郁を樹皮から分離する鞭毛ある。

筌氣分離磯を用いた演醗('r"Ewitl':mmrfloi't

9.脚mtor)によれ朧､8%のタンニンを含有する樹皮片

些わづか10％の樹皮を持つ材部片凌坐漆した。

α・・防腐虚理

5つの州溌事試醗糊、山林局、TVA歎ケの化恥協愈

を含む､地方垣抗防腐隠理計鎌(aregion''lfenCCIJOSt

pregErvntionprqect)が1947年蒲手さfもた・その目的

ば、棚蝋で費用低睡な農家･瞳利用I饗ろ防腐方法を獣隙

する郡である。

研究の第一歩として、刈弧の樹種詣5値のクロ画フェ

ノール液に冷水溌遥して、供試用として地中に埋めた。

賦職の日程にはその他のｲI蝉的鹿理が｣幻てし､ろ。

防澗された垣抗や他の材の使用を促進するため陸揚機

械を含む､移動可能の防腐虚理磯城が發達し渓谷で蜜醗

された。その結果現在蝕簡の木材防腐團燈が活離してい

るし、多くの農民は．自己の木材に防腐魔理を行ってい

るP垣節として挫の使用が挺鋤される、それは松が防閥
職理の最も容易な材の一つであって、臘富に供給される

からセある。口

e.小乾燥炉(S'ul'llDIfyKilll)

淡谷には蝋10の小木工溺があり、その大部分は自己

の特亜な必腿のために素獄を輯鰄ろ必要がある｡不幸
にも、彼等の財政の漉園では、商品となった小さな鰹を

買ふ顎蛍出来ないので､彼等は大低地方の在来盤に頼る

か､叉は自己殻計の移動盤に頼らねばならぬ。TVAと

林壷試職場は共同して麺3500footの小乾燥域を設計

した。それはKnoxvillUのStilir工業執I1膿校で組立て

られ､礫校のう{“研究所と辿繋して迩卿されてし､る。二

頂の調慾器があって加難には遜力と蒸氣のどちら･Eも使

用L縛る襟になっていて、その蛮用は約4000.ドルであ

る。最初の一迦の渡譲によるとこの盤を使用すれば､樹

種と含水斌に感じて1000韮一ドフイー1･につき3～12

ドルの砿力喪を礎；Pる班がわかった。

ブ駿材工堀の研究

テネシー溌谷の蝋鵬工溺90％以上は年側100茂ポー

ドプイート以下の製材を行っているが、これらの小工場

の製品總叶はこの地方の總生産品の殆んど'/4に逹して

いる。いふまでもなく、これらは林業の翌謹にとっては

巨大な影響をもっている。 〃

推奨う-べき改良策の韮礎的蚕料を發見す.ろため50の

代表的工場力祁究の對象となっている，ある工潮で發見

された査料は、渡表された報告の中･遇典型的恥もの種あ

る。即ち、丸太の平均直浬を6.4インチから10．9イン

チに引き上げた緒果､毎時の生産避を6$％總材便絡垂

92％向上せしめた。それで工場主は直ちに直慨8インチ

以下の丸太の鵬入を中止し、13インチ以上の(次を朧プ

レミアム附きで勝入し始めた。原価計涼をすれば､過去

に買った小幽亀を扱つで損をしてい割Fになる。

2．賓源と工難の調査研究

正しい林業の發逹と林産絢使用のために必要な懇木卿蹟

料の一つは、強源の性賀と避､關係工莱の正靴な最新の智

識ごある。地域の他の現場鰻鵬と迩繋して《lyVAの林業技

師は鍵化しつkある捕況を観察している。彼鮮は林地而積

所有状況及溌谷の森林にある全樹種を知っている。彼等は

綱胤別令級別辮敬潅測定した,彼蝉は生長率を研究し、生

長と消費の側係を知っていろ。彼等は溪谷にある林瀧エ

場の数と位澄とを知り、工溺の要ﾗｰる*蝿iと樹弧を知って

いる彼等はこれらの二E秘の製品目録をつくりその材談と便

職を評侭した｡彼鮮はより集約的な利用促遜のため.工湯

慶材の研究に努力している｡木材使用〃中心地鮒近の私有
林地の可能生産力については尚研究すべき多くの倣地があ

る。毎年この搬な報皆に針し数百の要求がある。新工場が

一

９
１

Ｉ

塾

綴を評侭した。彼鮮はより集約的な利用促進のため．工増

康材の研究に努力している｡木材使用ウ中心地鮒近の私宥
林地の可能生産力については尚研究すべき多くの倣地があ

,る。毎年この傑な報皆に針し数百の要求がある。新工溺が

〕－一〔3
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f

難殺され、古い二I鋤は誰材･の斬生窪地壷求めている、拠供

された淡料に韮き、ナ”洲麹さ員會は工業規模の椣1蹴り型

式を＃(鯉している。いくつかの商簡は工場慶材の変災に従

事して来たが、多くは更にその敷奉を強化した。

八．特用樹種の研究

ある樹木はｵ鍼以外の没双な溺肋を産む。

その一例はI''1tX堅果)である、bl肌ckWalnlltは溌谷で

催極めてm要なnut用材℃ある。毎年約1000蕊ポンド以

上のｸﾙﾐがこの#”のcrmckingpIIInt"裂械物)の商
品として市場に出る、約100蕊ドノlのkfrna(稜果〉が

毎年取引される。

この鎚果收礎の收益を商めるため髄VAは多くの改良品

種を移入して試麓していぁ。約1M6000本の唖】'0m'鵬

wn】n''t(1．－マスは非術に有製な品諏である）がu4郡の

大凡6000戸の農家に配布されてその地域腱對-ずろ適性と
巳

鮒久力が試醗さｵrている。更に獣職場は多くの品種試醗林

地を設定して、その他約40の改良品菰の有敷度を比較臓

肘中である。郷土産クルミの耐久性に脇する報皆はすでに

6年間以上災められている。比較的小面積であるけれど、

、蛎蝿性の支那栗が又識詮般にわたって獄鹸的にMI;さ

れている。NorthernpCCilnS(北部米國産さわく'るみ）の

改良菰及filbert(はしば”の多くの品種も亦研究中で

ある。〔以上〕

〔註)TVAの概要(1951年庇林錐11WP524-528)

’1．發足アメリカ合衆圃銘一の大河ミシシッピー河

上聯のﾃﾈｼー河は､アラバマ､ジﾖーﾀｱ､ケンダツキ
ー、ミシシッピー、ノースカ戸ライナ、テネシー、ヴア

ジニアの7州にわたりその面讃は33K¥方哩(約,95"

漉町歩で日本釜面諏約4倍)あるが､毎年多大の洪水

の被害を受けていた。この洪水を防｣I畠ﾂー ろため時の大統

領ウィルソンの溌案によるウィルソン〆ムの建設<1929

年）を礎としてlllYAは1933年に脳簡の承認によって

發足した。

2．樋構orVAの紐織は日本の鬮禰鍛這に似た公幽

のようなもので、園會に直風する3人の理班の管理の下

にある。政府の行政機關とは別個に柵立した政府に蛾ず

ろ機能瀧もっている。1950年庇の識算は8侭1600茂弗

で現在およそ10憶弗の固定強厳をもった大組織である

a窃裁圃曾はIrVAに對してその地域丙の商鹿

な査源の開發の責任を持たしている。故にその事業とし

そは、①永濟の防止②縦行路の開硬③遜剰業

④森林喪源の開蕊⑤鐡物査源の利附⑥貯水池關係の

土地利用⑦マラリ話の防疫③レクリエーションへの

投農鋤;がある。各種の業務の遜職がよく、各種の研究椴

關をもっていてその研究の成果は旗ちに俊行に移される

ように左っている、その目標は、地域間住民の經済的向

上に大いに貢献することにある。〆

へ

､ｰ

9

斡脆－－(22頁へつ噂<）
詮料の外戦旗手数料として其の1側を申受けます。

円

千紫縣千灘縣の林政と林梁（昭6〕150

鈴木恭介世用.砂防エ學<昭4）250

諸戸北郎諸戸測量目學〔昭,13)650

柴田蕊吉最新田畑山林蛮地測t法《昭12）150

上野，象松撰地測孟學〔大15》3“

両田繁太郎簸新農地測逓〔_上X昭4〉40O
君島八郎赦嗣調島測,"K昭2)300

中村潴市森林工騨昭16）120o

關谷文彦木材謹弱論(昭14)250

〃木材.の解剖的性質(昭19）80

山林局木材の工雲的利用(M45)1SIm

日比野・木田一散に利用造らるろ木材の．
木肌の貨物標本2000

湊掻治礎用製材術〈昭2)600

中塚友一林産製鑑(昭24）33O

宇野昌一理饒蛮際林産製鑑學‘昭12）900

鐸靜六林産物製識學<大7）15O

三浦伊八郎耕淡學考料〔昭18〕’450

‐一古
●

’○下記は禽員.共他の委託品俄格で､御註文侭
|聞部･三浦林畢臘木IIIII18>

|木多靜六本多塗林壊醐諭5.後論3揃
’〃〃木瀧1～5猫

〃〃各鯰1～噸

〃造林學要礎昭4＞
藤馳信太郎更新論的雌林學(昭10）

鏑木徳二森林の生理(昭51

〃森林肥料輸(昭7）

河田窓間伐と林内師易統計（昭16）

寺崎渡蛮醗間伐法嬰綱〔昭3）

秋田菅林局管内天然生林の施業膵就て〔大15）

植村恒三砿改訂蕊林經理騒〔大13〕

鈴木外代一測樹磯昭18〕
聯岡縣大井川安倍川流域の林業昭4）
紳奈川縣稗奈川縣の林業(昭9）

洞川縣石川縣の林業〈昭6）

大和山林曾吉野林乗膨興(昭5＞

山形縣山形鰯1雛継嘆く昭5〕

書 ８
0

對し木曾は
JW

200

2000

1000

2500

380

650

500

600

450

600

200

650

700．

300

250

1CO

100

100

《
。

’
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本山經螢歴ひのき林々分收穫表について．

萩野敏雄

吉川遊蝿男

噴次

縦言

‘【訓在及び取縫方法

Ⅱひのき林盈分收撚表

Ⅲひのき林分成長推移

結言

緒言

林分＃騨表〔以下凡て收漢炎とI甲ぶ)調鯉の目蜘ま､派
生的なものを見れば弧なあるであろうが、根澗的に考える

と二つに嬰約されると思う。その一つは動的な林分をあら

ゆる酷から貝rご適職と思われる型として把え、その型を用

いて逆に賎林分の皿約推移、即ち縦噺的に成長法則を究明

することがそれで、他の一つはその型を鋤X林の侭値尺庇
夕

と考え、同一時勤における林分を繊識的に比較し､施業の

良否を測定することがそれである。前者催收“そのもの

が常により良きものへ脱皮されねばならぬことを激えてお

り、後者は少くとも現在の時鋤では､現蜜林分が收穫表か

ら離れたものであれば.正常“いことを教えるものであ

る。

收枇炎の目的をこの様に考える時、收謹炎濁蕃の道は阻

藷れると共に施業の韮路に光明が灯されることとなる。そ

してこの溌な意義をもつ收麓表は、木霊･作莱級毎に作ら

れぁべきであるが､その様なことI#現在では到底望み側な
い｡一例を高知誉林局に見ても、窺在迄雌に局作製のr土

佐地方ひのき純な分收盤表｣､「同すぎ林を分收霊表J難波

氏作製の「凹國地方杉扁柏收溌舞」山崎氏作製の周一ぎひ

のき收鯵」といった脚睡逼の淡料に基くものが戯種ある

のみである。

従って特定の一作梁級に受詩する適幡な收極表力無いた

め種'姥の糊合に不便も感ずるが､經瞥案綱成に際し“Ⅲ帥

の決定､正総蓄競の想定､收甑規整等を行う朝合は特に然

りであ蚤。何となれば､適正な收種表は經管案に盛られと

､､る数字の:蝿受湖性を裏付ける掻大の武器であり、それ
力塗って飴めて經瞥察に信鎮が避けるといっても過言では

ないからである｡然るに以上の探な質制にあるので､良い鞭

管案證作るには經暦檸成者力;人任せでなく自分で簡易な

竹狸方法による收繊表を短時日に作る必騨かあると思う。

この探な観馳から、筆者が昭和25年産に満知螢林局噛

内木山經替麗謹掻案繍成(鮪6次）のための外業に犠り則

在したものと、従来收漢表調製握溌者である鯛査試験係が

木經懸蹴で鯛在したものとを雛侭して、極めて不充分なも

のではあるが、－職ひのき林‘々分收謹表を作り、今後にお

ける施業上の参考に供することLした。成長推移の判断に

ついては､間今後にまたねばたらないが､皆雛の御叱正を

御願い十る次雛轌ある。

今回の發表に際し、調査に税との御便宜を輿えられた前

木山智林署一柳良材悪長､現武市鍍延署長､甥員各位並び

に經蟹案綱成員である山田雅之､秋月和夫の雨識仁厚く鵬

謝の窓を表ぅFb

●

x澗査及び取織方法

1．鯛査地、幽壷面積及び鯛迩箇所數

調迩地は高知蕎林局管内本山經菅匿一圏の人工林を對象

とした。調査試験係(A)|の瓢強した面談は約0.1～0･211nD

今回柵査のもの(B>は約0.5～1.0ha,洲在箇所戯は次の通

り通ある。

．A刃箇所（内奮蒜遡林地3箇所）

B9箇所・

2．測定

胸高直裡の測定に醤b、Aは直唾尺、Bは輪尺を使用

した。樹間測定には、Aは毎木、Bは各旋狸階数本宛、ワ

イゼ式測高器で測定し､各調謹也毎に樹高曲線逹識き、そ

れより数値を求めた。

3．林齢

林齢は凡て植戦年を以てした。

4．軍綴方針

従来邇表されている收謹表は一般腱､技術的に期待唾鼎

る最商のものを示しにいるので、現質林の多くはそれより

低位にあるのを識、とする。このズレの除り糎大きい泌合

陰漂準地のとり方に天きな淵係があると思われる。何とな

れば收髄表鯛製費料蒐集に閥する打合瑚F項の鮒四項に示さ

鐸

f

『

~

(錐新・商知翻氷局牙惚癖）

1
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萩野･吉川：本山睡誉医ひのき林林分收礎表について
一マー－－－

れてし､為｢收痩表は俸也紘に鋤剛して正潴なる生育I伏態を

表示すろを本旨とする云鐙」中の正勝と云う意味は、技術

的な角度のみからの正総であって經登蝿淫上の正裕、即ち

図有林の經砦目的に相噸する合理的な生龍條件の下で現疫

に到達し得るものとは隔たりがあるからセある。

錐者も收襲表のもつ畠また術目標的な卿皀を否定するも

の看はたい。然し乍ら林分が糊錐なる經濟行嬬に依って動

恥てゆくものでもる以上､林木の育成力鐡術と經涜なる両

面より規定されることは営然毛あり、従って收穫表もこの

現蹴継避に韮いて作鯉されるべきであると考える。

弦におい､亡筆者は、現在程度の國有林誕笹集約度の下に
今鍾削待t得る弼来林分の菱を蕪軸とし、それに現林況を

織り込んで收謹表を作る方針をとった｡街､木收謹表は主、

副の唾別をつけない聯とした。何となれば剛林木のⅢ題は

脳膜の諜返期(成長識､地利謎地位､林木需給關係等で

異る）た扱きにして港えられるものでは巌く、間伐趾は澱

め在るものでは左いからである。

5．地位の決定

從來行われている方法である樹高に依る地位の測定は行
わず､借擬準地の胸商直堅、樹商、隠鴬材積の各認成長逓

を夫全林齢毎に方眼紙上(衝軸に*幟､縦軸に綴成長鉦）

にとり、パウル氏曲線膿を用いて上中下の数値を決定し、

鋪2表

各林齢毎腱同一地位の数値を細恥合わせる方法をとった。

この方法には溌然異強があると思われるが､經善案綱成

者が少い瓢壷料を蕊にして自己の經駿をとり入れた簡易

な仇鯉法をとるにはこの様な方法も一法と恩ク。従って以

下述べること腱凡て正規の調製要綱に基くものではなく、

既述の頚鍵方針の頚で述べた穰な考え方を出来るだけ生か
したものであることを猟め御了解願う次第である。
6・中央木幹材讃

犠局作製にかLる形歎表の形敷識面(GF)に樹高を難

じて求めた〔但て激箇所局部的に微少な修正を行った､。
7．本薮

中央木幹材菰で繭溌幹材裁を除して求めた。

8，鞠胸高断面澗

隠蓄幹材殻を中央木の形状高で除して求めた。但し胸高

直徳9cm以下は形歎が記載され･ていないので、中央木胸

湖断面樹に徒手法で求めた碩鴬木欺を乘哩に（似L数箇所

局部的に微小な修正を行った〕･

江ひのき林々分收雛表“1表）

血ひのき林分の成長推移，
鈍詞の收礎表を韮礎として林分の成長推移を各因子毎に

考究して児.よう。

《
】

詳報"膿犬｡噸(麺一｜
上｜中I下’

平均成長並鍛大の年齢(趾）平均成長並鍛大の年齢(斌）
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● 3S9頁第11x>､叉辨創の方は下5年、鞠5年､上4年とい
1．連年及び平均成長量最大の年齢唾）

、 う様に地位が上位となるにつれて差は談少するが、之は天

先づ中央木の胸間愈裡(以下Dタと鐡高(以下n)との、髄の傾向と一致している。又前掲雷に依れば秋田や吉野は
關係を見為と、各地位を通じ辿年ﾖ1S均共に澱大の年齢は前遡年zF均共に地位力鍵く通るにつれて年斜罐は激少し､こい
者が遅い｡之はrスギの研究』中に引用されている所の、る。本收礎表にあっては､地(蠅轆<なる程Dと豆との最
秋田、天､睦ぴ吉野の股嘆表中、天龍地方の傾向と一致し犬となる年齢が鏡丘するが、これを究箇的に見ると最も地

ている。然し乍ら迦年は地位が上倣となるにつれDと瓦の‘位の悪い所電は雨者の賎大に蓮する年齢が同時種あること

最大の年齢差が下3年、中4年、上5年といク様に大きくになる。換簡すれば、この賦向のもとにおける林分で、D
なってゆく傾向があり、天猟のそれとは遡である(前掲笹と蔵の最大となる年齢蕊ｵ藩しい概相對的に地位が良好で

---（8）－－●



萩野･吉川：本山經誉皿ひのきﾎ跡{勃收淡表について

篭2圏中』瞬く樹商成長ⅢI線あ'為と云えるもの･と溺倣し得る。

叉、D・亙幹材穣〔以下V)の夫公を比較すると、各地

位共最大の年齢l*H<D<Vとなっており、叉Dの最大は

豆のそれより各地他共4～5年遜れf亡いる。偽注目すべき

ことは、中央木におけ･るVの平均最大の年齢が鐸也位共同

一の90球となっていることである｡勿詮従来發表されて

いるものは､地位が上位にある羅その年齢力埠い。従って

以上の織な結果を示したことは、收謎張作製技術の不手際

によるものと思うが、今後引綾き考究して見たいと考え

る。謹竿と密との問題についてはまだ塗ぺなければなら

ない酷が他にあるが、以下者因子毎に鯛れることにする。

2中央木胸高直裡、嵩高及び材積

Dの甑向“1園>は､林雛数年で繊紬に接して始まり､始

めは積騨Iに凸であるが、比較的早期に一度簿曲しで次弗雁

凹に移行し､横軸の極限腱おいて平行な直嫉となっている。

節1圃中リ味胸商直裡成長曲雛
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次にVについて見ると（第3岡)､その成長#雛はDやH

と精々 異っており、始めは欲軸に凸毛あるが､約30年頃

より極めて綏漫に郷曲した後凹に移行しヱい愚。

以上は中央木における夫盈の瀧成長曲線についてである

が､各為の謹年及び3識匂成長曲線を見ると、IT>D>Vの
順序に曲線が尖錐で､且つ時系列的にも早期とな'っている。
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3．賄雷本数

節4闇に示す通り、地位力窃る認上位にあることは他の

收喫表と全く同諜である。湘孜鯉奄の徹向は別詞曲方桧林
錯田：東大淡謙I穀鐙W5蕊附閑35頁>の傾向に最も通
いが寸幼齢時代("20年生以下）は街地位に依って傾向

が異って鮨ろ。即ち地位の良好である程幼齢時代より本數

滅少が著しい。

〕一

L__上
｡ユ0

’
一
細
幹

0

●

rrの傾向〔第2岡）もDと同操（勿臓原鐵から識軸に接
している鮎は拠る）であるが､遮年zl噛共にその最ﾒ鋤,:D
より数年早い黙が異っておる。即ちHの最大より幽誕れ

てりの職大力割米す為標である。
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縦野･吉川：木山孤鋤砿ひのき林林分收甑表について 、

－ －

錐3岡中央木幹材砿成長m1" 即ち上は始め縦軸に接1率俄軸に凸に起り、一度も湾曲

せずに餓後は縦軸に平行とな愚。然るに中及び下は、稚初

上とは逆に繊軸に凹に起り、比較的早し､時代〔約20年生〕

に一度鰯曲した後横軸に凸となり、それ以降は繊軸に謝し

て次節に平行となる。このことは除伐が地位良好なもの程

多く行ｵ,れることを考えるとすぐ郵解出來ろが､勿諭上中

下共に砺椎3,0CO本随栽であるの毛､縦軸に接して始まる

職は同一であお・

以上の傾向を吉田教授(前#IM162頁第47M)の示す

所と比較すれば、地枕上は21=1.中及び下は11>1の堀合

に相議している。

4．蕊胸高断面瀧

篭胸商餓面識の述年最大の時期は比較約早い。地位上と

下との漣が3年毛あ為ことば、秋田スギ林（スギの研究）

の4年、吉野杉林の1年.天1膨燃の3年と比較すれば、

略をそれら三渚の中間にある天猟柔￥林と一致している郷
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本山棚鷲座ひのきﾎ1荊《分1k機表につし､て縦断・吉川

である。その識趣く鮒5:園及び第2変参照クを見る塗、醗

述の様に述年最大の年齢は比較的速く1S年生以下である

が.そめ後は急趣に変え､約60年彦iよ､り綏漫になる鰈で

ある。最初は林齢蝋年頃繊軸に凸に飴まり、途中一座侭曲

し、以後は繊軸に凹となり、鍔暇行の世線となる。即ち大

髄の傾向は中リ鯵k胸高直礎と同様である。然L懇I荻び平

均の頂錘の高さの差は､總閥高断面獄の方溌大で､皿つ又

ヤマが尖説である塑iが異っておる。

5．隔営幹材溌

晒繍幹材穣における辿年及び平均成長趾最大の年齢は、

中央木のそれに比べ非幣に早い｡弧年｡'急均共に各地腕に依
る最大年齢の差が總胸高獣面裁同溌に天龍スギ林に略珪類
似していることは注目すべきである｡

碩楢幹材穣の曲線(雛6園）と中央木幹材積曲線の傾向

とを比べると、蝿曲後が異ってお愚。鮫述の様に中央木の

鋪6剛晒犠幹材欲成長曲線

それ“総直線に通いが、晒俄の溺合は賦軸に凹となお程

産ヵ殿ぃ。之は雨着の通年及び平均の曲線を見れば極めて

鮮明に理解1鍔ろ。･このことは迩総ヒノキ林分の枝謀りが

大であるので、スギと比べてヒノキは、比較掘風くⅢ賊さ

れ易い｡従って間伐の維了する50～60年生以隊は、蝿陵

的蓄鎖の墹加力沙いにも拘わらず、中央木は木數力湘惟減

少するため幹材穣を非備に珊すことI錘因するものと推測

される。

6．胸高蓮裡對本数

Wimme"uerの法則に依れば、中央木直孤力灘しけれ

ば林齢及び地位には槻係なくその林木本数は岡一であ為と

いう。この勘に開しては従來種な述べられているが,太收

謹表の傾向（第7圖）は吉田教授が述べる様に中央水胸高

直裡の小さい時は地位の悪い秘本戯力参い。そして途中で全

能7圖直狸對本数曲線
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一度交叉し、以後は地紘の良好なもの程本歎(以下”が

多くなってい場。然し乍ら上;｛r下が同時に交叉して逆鱒す
るとL､う吉田敬援（前掲謹雄56岡197頁）の述べる恢向

とは異なり、交叉は地繊協に段階が見らいる。即ち下I瀬
10cmで111、叉約16cm･G上と夫盈交叉し､叉中は上と約
190mの所で交叉している。即ち地位の下位にあるものが

順次上位のものと段階的に交叉し、そしてDが約20m1、

蚕が約1000木以降は完全な反位となる。然し乍ら反位と

なってからはDの犬となるにつれ、地位には除り關係力燕

くなる橡であり、この鮎は聴側111omの述ぺるに似ていろ。

間上に述べた所の、D約20cm.画約1,000本という時

期が､施莱上最も大きな鯉mであることば、我全經笹案謁

成者が經醗的に熟知する所であり、本收種表のかLる傾向
が正しいとすれぼ、この時期のﾎ紛の取扱には極めて魎砲
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萩野・吉川；本山經瞥瞳ひのき林林分收極表雁ついて

達期する必要があると思う。

7．鯵高直裡翻溌窩

この脇係iごついて從來發表されている收函表の顔向は、

全く相反する二つの結果と漆っている。即ち吉田激援前描

概附Im46頁に依れば､木多氏杉林､北村氏吉好杉林､別

子地方杉林、同カラマツ林等は、地賦が良好モある程刃が

上他にあるが､之に反し松川吉田氏杉林､北村歩蘇龍渕坊

杉林､木多氏尾瀧檜林､別子地方拘林､山木氏赤機林等は

地位力懇L程亙が上位にある。

この二つの傾向は、潴外園におけるものも同機である．が

木收礎表の傾向（卵8個）はそれら凡ての側向と異なり、

殆んど地位には撫關係に近い｡即ちRが大となる淀つれ、
地位良好なもの程少し上位にある程慶であるっ

錐8圃直浬對樹高Ⅲl線

鮒9回直煙謝總材秋曲線
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林､Lorey氏樅林蝉があり、初めに地位不良なものが下位

にあり、中途に蝿狸して逆にたるもの、即ち本收溌表の甑

i鱸鰯する‘…"'“臘赫;職.恥."震
9．樹商對總腰高断面積

本收謹炎の傾向は節10回に示す遜りである。即ち胸高

直径對總材秋の菰で誌したのと同撫の恢向にあるが、削頚

と同襟に地位に依る差異は藷しくない。このことを従来裂

表されたものについて見ると、伽項同嫌に傾向はﾖ蹄に匿

睡である。木收魎表はそれらの内SU1'w""(J'氏松林の

ものと似ておるけれども、地位に依る差異は本收幽変の

方が微小であ愚。・

錐10回樹高對總断面積曲總
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この.こと力瀝しいとすれば、Dと瓦とは地位に無關係で

あるので－樹幹1111線の蛾を考慮外におけば－－完瀧庇肱

地位に無臘係寧Eあると云えることにな遇。

8．陶高直控對奨材積

木收謎表の傾向は、節9園に示す様にDの小さい時代は

地怖不良なもの程上悦にあるが､約150mを鞠期として

Pが大となるにつれ､逆に地位良好なもの溌lご位となる。
ダ

然し乍ら概して地位に依る差は少<、特にDの小さい秘

（約20cm以下）然りである。

今､是迄發表されだ收漢表について見ると．途中全く交

奨せずに地位良好恥ものが上位にあるものに腱、北村氏吉

噸渉林、別子地方杉総、Guttenberg氏麿l樹林、Weigo氏
、

鯛*蝉があり、下位にあるものには掻川、吉田氏杉林､北

村氏天龍地方杉林等がある。之に反し、最初地位良好なも

の力:上位で、途中交叉の後、逆となるものには別子地方櫓
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鉄野・吉川：本山經管歴ひのき林林分收漢炎について

雛11側線樹商對本敷llil" 12．胸高直裡鮒總胸高断面調

この傾向を是迄疲表されたもの（古田剛1錨W甘圖5頓〕

について見ると、陶高直樫對總材積の楓.直述べたものと伺

蝶のI淵係にあり、非常に睡埼である。本收蹴表の傾向（鋪

13図）とそれらの收髄表中、同傾向にあるものにはFiury

氏掬林があ蔓。
節13回直裡對繍澗面積曲線
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10.樹高對本数曲總

本收穫表の傾向は鮒11園に示す通りであるが.D"N

の傾向と同様ざ交叉も段階的である｡下は中とH"6m、
上とは約9mで、叉中は上と約12mで夫な交叉している。

然し地位に依る差異を見ると、約7m以上は雌＊地位に然

關係と老えても支障はないと思われるが．それ以下は地位

に依る差凪を明瞭に示している。即ちH約7m以下は地位

の悪い秘鋤窪い顔､それ以上であれば地位には略為無剛

係で．同一樹高の林分は同一本数電あ誕云覚る。

11．樹商對縛材調

木收砿表の傾向（鮒12園）は節9岡に示す灰と同一で

ある。地位に依る差は少<、H約11m位が交叉鮎となって

いる。

G第’2鯛樹高對木數曲線
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ﾖ蹄に噸燕で､叉1MI線そのものも曲折しておるもの力参い。

木收髄爽の詰果（錐14園）は始めから恢軸に凸で､後次
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萩野・吉川：本山鯉瞥賦ひのき林林分收幽表について

の收匪表の恢向と比べると、別子地方杉林､同桧林と酪寒

同一の傾側にあるが多少洪准って､､る,ulち本收穫炎繩林

齢の如何に拘わらず略を同一の福をもった織撒曲線である
囚

が.別子のそれは材齢の墹すにつれて樋が波少している。

14遮趣濁号一
氷牧鯉蜜の傾卿(鐺'5園)(寵-号におい竜述べた脈と
同溌であるが、地位の位駿的臘係は逆l皇なっている。即ち

地位の良好なものが上紘にある。

"15H""野筈鋤線

を判断することになるからである。この峡勤を補い、收幽

表を蝋に一時鮎の数字からの螺でなく、時”伽に、成長

という観鮎から批判することが出来遇手近な武器は捌聯折

解が輿えてくれる。即ち樹幹折解を行って始めて、何故林

分力覗在この織な成長をしているかを、その林分の秘なの

状況から到剛II来､伐期齢、栖栽歩合、品菰、間伐腿合鮮

の撫な施粟的i愈討の基礎賛料證手中に牧め､成長法則把掴

の手懸りを得ることが出来るか･らである。そしてその結果
‐

に依って更に眠り良い收蝉きが生れてゆくことは云5迄も

ない。この様に樹幹析解が有力手段であ為以上、收幽表の

中央木隠に遜W汲ぴ2Iz均成長､並びに成鐸#簿を記戦して

あれば､漂準地の樹轆斤解の繕果とすぐ劃比することが出
来て非粥に皿利である。そのため本收鯉奄にはそれらの柵

を設けることにした。

叉主、副別の收墜表としなかった理由は緒言腱述ぺたの

で樹略説るが､經替案調成者が收謹規駐を行う場合難に木

收幽表を利用じて間伐鎧:の算定を必要とするには次の雛に
、1・

して戴けれI3鍵い。

例えば一作業級林分で皿ⅣbV齢綴の林分をM1伐し、

80年で主伐するものとすれば次の嫌になる｡‘地位上の例)。
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今、これらのことを吉田教授前禍郷#岡66頁によって

蕊鍜職鰹蝋難藤職難鴬
があるが、木收極表の地位間の差は、Dが大となあにつれ

､亡微小となっている。

蛾高間伐趾(假にこう呼ぶ）とは、國有林野謹蕾渕躯節

701f･－「.．….。但しその|IIM'伐斌は次回伐採に至急期Ⅲlに

おける常該林分の成錘を超えることはできない」一に

則った間伐諜返期間丙における最大のWII伐避である。即ち

上例で35年脛節2回の間伐を行う林分は鮒1回目に241-

160=81m3以上の間伐鞍行ってはならないのである。従っ

て收礎規整の際には間伐鎚瞳､の型をつくり、上記の様な

般商間伐率の範囲内で地利綾､事業關係蝶を老適して標池
的な間伐品:を想定すれば良いのである。

嬰するに收離表は､卵に各林齢における蝿武の目安を得

るためのものと云った糠な安易な目的に基く＄のではな

昼
」

結言

林野感の林分收函表棚腿嬰綱に蕊く收砿表の嫌式に依れ

ば､主林木ﾕ均棚のD,J汀共に通年及び"I甥成長、成長率
J ，◆

の頭註峡いているが､＊收稚表としては煩雑ではあるけれ

ども、載せることにした。收謹表を最も使用するのは､迩

柑經替案棚係業務に從那している人冷であろうと思うが、

それらの人奇が査務腱溌b粥に脳裏に継ぐ中心的郷魍は牧

極規整てある，そのためには繕言において述ぺた擁に自己ろためのものと云った様な安易な目的に基くものではな

の經誉騒腱継朕まる適正な收櫻表を見出すことが必要であ‘く、施調Ⅲ題にﾖ鑑遼粟える軍要な表轌あるので､經誉案

る･そしてそのために遡稚礫準地の鯛§WM壷を行うが、同細成者は術に佃狐出来る收砿表の發見或はfi鯉に努める必

時に中央木の樹幹読解も必要とする｡付とな秘篭､標馳地要がある｡そのためには林野歴の同齢剛純林の林分收鰹爽
調査は各齢綴に亙って鞘密に行L,得ないし、叉かLる洲査剛製要綱に蕪いて行えば股も良いけれども經誉案調成と平

を行っても夫なの一時鋤に鯰ける數雛的な結果から收砿表行してか,Lろ棋維娠作型方法に従うこと脚時間的にも許さ

－〔14＞－

可
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萩勝・劃li:木山經菅瞳ひのき林林分收謹表について
I

れたい。従って錐讃が木收“仙鯉に際してとった溌な方

法をとれば類輔に作製出来ると思う。そして編成渚が脅經

替陳でこの嫌な收穫表を作業級椰に一鰹作った上､以後の

編成に際し更により良きものに散而してゆけばjい､のであ

る。筒一言附け加えると本j恢謎炎は本山經醤歴の磯料に難

くものではあるが.高知替林局瞭内の大栃･撤硲､小川、

須崎､鋤II及び松山等の省翻蕎隠にも通用出来る様である
ので附記しておく。（1951.7.5）

参考並に引用文献、

吉田正男.：同鮴躯純林に於ける胆木及林木の生長曲綴に

脇する研究(東大淡習林報告第5難）

大綱健一：スギ林の收謹表及び錦ギ純の生長（(#獅太

／郎盤催：スギ林のWf究36L-398頁）
淵敬博：四閲嘩として高知縣)地方め杉涌柏の收繊

表に就て（日本林駆曾癖季大曾識斌曾jl蝿和

14年産）

山崎蕊薯：すぎ、ひのき人エホ…木歎(高知菅林局）

聞知蟹林局：土佐地方ひのき林,々分收漉表，土佐地方す

ぎ林舞分收睡表。．

× ×
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會 ･原稿募集

…木材利用の合理化は如何にあるべきか？

吾が図木材の需要は圃力の復興と共に鐡盈墹加の傾向にある。反面森林朧長年の過伐に災

さ”て荒慶の一途な辿りつムあって，此の鯉で椎移す恥ぱ木材の需給は腿虚数年還出すし

て著しいアンバランスに階るであらう。

「木材利用の合理,化Jが林野灘でも璽要施策の一として取り上げら恥，叉林材･界を通じて

今日の最も大きな課題と芯って居る。森林を守らんが爲に，復興をんが舅に吾痔は此の間
夕

題には眞剥に取り組まねぽ芯らい現状である。

然らば，木材利用の合理化は如何にあるぺきか？

例へぱ､耐火池轆の促進､燃料消盟の改善､木材耐用羊度の珊弧、色鍵材料の工夫、

慶材の利冊．．…….…･等寺、艇に賀捺に取り上げられては居るが.果してその敷采を期待し得る

であらうか、こ1峰の間題について識討を加えてもらひ度い、尚合理化についての新鵬軸があ

れば更に望ましい限りである。

論題に對する總晩的な討論は趣け，その中の一部でもよいから成るぺく具臘的に述べられ

原稿用紙（400字詰）10枚以内

1噸募者の住所，氏名職業明記のこと、但し誌上の畷橘は差支ない。
1

締切11月末日

原穂の採否は木簡に一任のこと（成る可く多く網Wの見込翠）

採用の分には獅鮒を賭呈する。
6

本林業技術協會

一一

串へT

〆

戸一一一一一守阜一一～一～～一一

｜ 誌上討論1
1
，

、
、

論題･…木材利用の合理ｲ，

｜
吾が図木材の需要は圃力の復興と共に錠共輔力1

1
1さ”て荒慶の一途な辿りつムあって，此の礎E
，

|職遥蔦蕊：
l

題には眞剥に取り組まねぽ芯らい現状である。

｜総鯵賦,*樹測…謹化I"h何…べ塗”
ヘ

ト
例へぱ､耐火池轆の促進､燃料消盟の改善､升、

慶材の利冊．．…….…･等寺、艇に賀捺に取り上I奇
、

）であらうか、こ1峰の間題について識討を加剴
1

1“蝋鯏繍鰄噸←
I度ぃ。
1･.

｜《規定)営繊鰕鴛)鰯
ia締吋ﾕ,月末風
、

｜:蕊麓蕊職：
Iml側法人日本ホ

L－－－－－－－~一～一 ーー へ～一

b

1
，

，

1
）

1

1
1
1

1

1
1

1
I
I
I

I
l
l

i
、

1
1
，
1

1
1
1

1
｛

I〈ロ

ー ーニー一一一

－〔15，－



L

１
１
印
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
卜
０
‐
０
‐
Ｉ
ｂ
Ｉ

Ｑ
ｑ
且
■
巳
ｑ
Ｊ
Ｕ
ｑ
Ｊ
■
羽
Ｊ
■
羽
Ｊ
■
、
ｊ
ｑ
可
ゴ
■
可
母
■
可
Ｊ
９
可
ｊ
ｑ
ｑ
ｄ
■
可
“
■
１
１
色
ｑ
ｑ
‐
■
ｑ
Ｌ
ｄ
『

１
１

，
″
も
ｆ
、
β
も
Ｐ
Ｇ
Ｕ
Ｋ
Ｊ
、
子
Ｌ
ｐ
Ｌ
ｐ
ｐ
、
百
豆
矼
も
ｆ
も
〃
巳
及
皿
〃
Ⅳ

林業苗畑における

稚苗の越冬慮置 芝田隆雄

〔本稿は昭和25年度文部衙科…交付金によって施行したものである〕

ギ、･ヒノキ、サワラ、カバ、ハンノキ、カウヤマギ､ツガ、

ヒバ、キリ等であ為が，中島氏によるとカラマツは@I蕊樹

中､般弧電あると､､う。燕也は比熱大きく穆熱鱒導もよく、

錨鐵度力溺く､価斜の_l郡は無害又“鯉§笹睡儀斜強な程

鴇が少ないといわれている。従って鐡地〔鰯穴)は鴇が多い

ことになる。土井氏によると綴柱は多鰯な赤土に多く、北

向の日鱈也には毎夜生長し､識の結鮎の長さ20糊以上に

蓮するものが塗るが、粘土質の土蹴は結晶が短いという。

目次

まえがき

1．薪柱の發生

2．薪密職防法

3．苛瀕際における越参腿慨

4．供試苗畑の微燕象

5．越多鯉腫の種類と方法

6．苗木の生存

7."j･約

・あとがき

参考文献

まえがき

我殴で霜害の諮は醜く岨くが､然しその惣防錐を剛ずる

人は至って少ないといわｵrEL､ろ。オ織錨畑においても、

群j鷲の少ない塞冷の地方q剃木轆苗は､霜害を受けて桧死
することが多いので､育苗上潴種の方法が講ぜられている｡

苛課縣においては、津輕方面は参季の認が多いので､南

部方面程霧穫を聞かないが､火山次土である三本木地方で

侭年をかなりの謝番を受けているので､経費が少なくて、

手喉り早く然も効果のある防除法を見出すことを目的とし

て罰f森縣上北郡三木木町叫癩にある農業高等學校の赫業苗

刈において､各菰の方法に裁いて棚誰溌行ったのである。

この調査においては織窪中､特に繍柱の防除法を柵兜する
ことにした。

へ

も
ｰ＝

2．剰害識防法

繩櫓には晩織､早熟を伴って、天候によって氣洗性の綴

と輔射による鰯とに侭別される。

即ちその選防法をあげれI零次の如くであ愚。

1．苗畑地に排水遊行うこと。

2，施肥､客土･噂土性の改良をすること。

3．針蕊樹は條満とすること。

4．苗木間に粗朶､切り藁､落蕊､籾鮮を熟れること。
5．苗木をや上商めにして周閥弗竹又は板で画むこと。

6．淡溺叉は淡粉に砂を混じて用ク為,こと。

7．床善の時は溌樅とし、よく踏象付けておくこと。

8p秋季遅く除草をしないこと。

9．捕識株やｴ年生遜林等逹避け、樋"に溌しては土

附苗を使用すること。

10.四；罐閣玖上に鞭をすること。
11.排水困難なところは蝶蚕値付法叉は丘植法によるこ

と。

阿部氏によると、土壌に適度の水分を保持せしめる柵合

は、撒遼弱めるごとになるので刷地土嗣に對し､澗水鍵慨

を施すことは、乾季の畢密溌防にも至便であり、叉擶蛎防

除ほ遡霜の場合､爺簸を以て被麺する浬庇では防除不充分

となるの毛、四周を癖L難1,､もので、完全に被麺するこ

とが必要歪あるといわれている。術同氏の北海蓮の"瀧に

よると、年z騨均鋪､が低くなるにつれ､亡、晩織の期日が遡

ｵ噸職が早まり、年無薪期間が少くなることを示されてい
る。三浮氏腱よると、蛙鳴其他により、降嘉の程度を察知

することがあげられ､繍害氣流〔撚迩)観､霜防ぎ漢ム、

彌傘.或は煙理法を胴いるがよいといわれ､鈴木氏は無鎮

狸紫から定量的に出すため、プラントの式等をあげられて

q

一

《
一

戸

1．霜糧の發生

擶柱とは地中の水分が凍総し、柱胱を呈して上方に生長

-rる現象で.著しく土壌を打起して、浅根性の普通3年生

以下の針葉鬮稚茄等を抽出枝死せしめる。即ち、繩柱は抱

水性の大きい土難､換言すれば､籾霧な赤土､火山灰土、

粘土、域土､'コーム)等にでき易く、砂地にはできないが、

地温OCC以上で、鏑遡がOCC以下のどき極現れる。安田

氏によると、京都附近FGは氣澄一SOCになるとよく現れろ

という。浅根性の樹菰としてあげられるのは、タウヒ、ス

(錐者･密森縣三本木群商坤観筏教官ダ

一《16＞－
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芝田：林業苗畑における稚苗の越多虐澄
Lｰ

が砿柱を恥さえて最良好であり、次いで落枝、藩紫麗が良

好であったが･藁蔽いは初春において､天候の麹上により

内部醗酵の微があり、不良な成戦であった。昭和25年に

おいてはn月に蕊､蒋紫､鋸屑、籾殻を利附して行った

のである。11月下旬、越多麗溌後の中間調恋を行ってみた

ところ、蝿冊は一般に撒布方法にむらがあり、降雨によっ

て固ったため、葱つた稲庇がやム不足であることが剣明し

た。又他の炎料からも鋸屑は不良であるように見受けられ

た｡落葉は昨年の錯果沙らみて、良好な方法と考えている

が､風によって散簡け渚おそれがあり、叉一般に粗雑に見
誕けられたのは遜憾であった。蕊は初蓉において、土入れ

と同穰､早く除去せねば天候の異鍵によつ種､獄柱をおさ

主てもその他の障害を苗木に與えるおそれがある。籾殻は

肌に締するだけでなく､落蕊をその上にかけておさえて
おく方がよいと考えられ為。

1,,為。

3．青森縣における越冬虚置

職演誉林悪綜合苗畑では、鰹風による剰蹴の尖端が媒密

に拠り易いので主として蕊狼をしているが､昭和23年､伺

畑這試職した結果腱よると、板で四周を園んだものが最も

よく籾般,餐覆､蕊が次い篭よいこ･とがあげられている。

この剛調ま芯積の防除を目的としているが､齋森蟹林局發

行の苗畑提要による延､霜彊は少雲地芯では日覆同雛に儀
目に、蝶風方向に一端を下げるのがよく、多雲地方ではネ

マカリ〆ケを地上に密立させ､羊歯､識§で苗尚穏慶に苗

床上詮おおい､夢ほ竹竿或は棚軍固定する｡藤蕊は謡しく
灘氣を吸收して不隷果である。叉塞風のあたるところでは

防風林榊を設けるとか、20分乃至30分毎に地上の6(Pm氣

浪の測定からo°Cになったら渡匿う-ろ鯉圃法等力錘で

あるといっている。

一般に嬬害地では苗木ば冬季卵賑､一括眼植して灘や、

こ趣わらびやぜんまいの葉)で覆う方法がとられている。

叉苗木間に土入ｵ1fi-ることにより議柱の譜をさけ、覗聯早

く取り除くどいり方法もある。

4．供議苗畑の微氣象

苗畑の微莱梨は般近開始したばかりで強料不足恒あるが
ー

最近6ケ月の賓料を苗畑と隣接した防風林とについて､風

向、風速､地湛をとりまとめたのに併せて苗畑から50mIMt

れた三淡商氣象槻測所の最近3ケ年間のzI酎均剛測結果を掲

記すると蕊1表の遡り毛ある。叉第2表の降彌初終Iﾖから

彌發生可臓削間を10月から6月までの9ケ月と報淀し得

る。それ冠、この9ヶ月間の3年間平均他を擁出してぷろ

と快晴4.6日．晴8.8日、曇11.9日、霧0.3日､雨2.4日

雲2.4日となり、概して函瞬が最多となっていろ。風速

は年閥を通じて3月が-殻にやL弧いこと力認められる。

天候の月平均は錐3表に示された遮りで雨斌は6月力搬多

となっているが、月zIg均にすると100mmにも達しない。

然じ三本木;』註の七戸槻測所では鍵多雨趾117.5mmを示

し、年服願逓は1216.5mmにも逹している。次に識日數は

蒲癖としての累年zI鈎侭を月zI麹にしてあげると.10月
(2)，11月<6〕，12月(5)，1月<4〕，2月(5)，3月（6）'4月

(か5月(1)となっている。従って霜の發生に重要な因子

2なる崎凰産は鯏述した三豊商の観測によると、第4蕊の
如くになっている。・

5．越冬麗墨の種類と方法

昭和24年に行った方法は(1)蕊蔽い、(2)落技、落蕊、

(3)土入れの三法であって、その結果は二f入れ.3cmの隙間

、

6．苗木の生存

各種の越冬塵置によって苗木が劉棚間如何に保謹‘され、

生存し得るかはまだ測然としていないようだ。即ち或虚紐

は弼害を防ぐ？が､其他の鮒獲の發生をうながしたり、樹訓

により叉は苗木④鯉否によって、その方法を整える必要が

あるらい､｡今回の越冬塵職の結果から承ると錐5表の如

く蒋紫を敬きつめ、その上を軽く蕊電蔽い、その上に柵か

けをしたの力撮も良好であつ湾勿賎蕊だけの方法も不可

ではないが、2年生苗木などで特に松類(越冬魎舩の必撰

を殆んど認めない）に風隣するとき‘は､･苗木間に破くなら，

ぱ兎も角､上部壁おさえつけちよｹにして庭慨したものは
結果がまくなかった。これは奪季越多麗置を取除くことが

遡れて、簡部･喧醗鰡伏態となり、猫鰹窪の温床となり、又

は阪除いたあとに晩新を受げたりする。従来､杉では藻蔽

い力韓好とされているが､その方法も更に政秘する要が勤
るだろう｡翰柱は籾殻や鋸臓蛎がよくおさえるよｳだし、
鋸屑等は竹誰も簡蝋で1騨的に魂られろが.総果はどうも

よくな､､ようだ。これは鋸屑力雑苗塑に窪を典えるものら

しい。これらの鯛盗がら1年生苗木の越冬鹿慨は落難と砿

を用いること力殿も可であると思われる。

76要約・

林業苗畑において稚苗の越冬魔磁として．落紫､蕊､籾

強､鋸屑等を材料として、鰯柱を防除して苗木の生存を測

彰響亡承た。

難葉の上に雛をかけて棚でおさえたものは、作業に手間

取り、鋸府撒布の約2.5倍を要するが､生存率“％を示

し、越冬魔慨としては股も良好であった。即ち落紫が不足

の時は切蕊として、籾識、叉は炭粉蝉を混じて行うことも

一

一〔17＞－
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芝田：林業苗畑における科蛎の越多虚置
少

よいと思われる。敷蕊だけ證粗放に行うときは結果はよく

なく、生沸率67%l'句‐ぎ雄かつた。殿も怒るかつたのは

鋸屑撒布であった。又これらの方法は播甑に鴬って、條蒔

としておくことが、作業に都合がよいことも認め御渥

あとがき

この調恋は苗畑力鋏かつた關係から、林木稚苗を多く供

蔵できなかったこと、及び供試種子が波芽不良であって得

苗戯が不足看あったこと、殴蕊方法の除去が狸れたため、

他の諸害を異えたこと蜂､不備な黙があげられるので､更

に調査を綴けてゆきたいと思う。

秋蒋の糀苗が4輯で瀧鳩を受けても、春蒔の大苗ほそれ

秘でもないこともあるし､苗畑に湘水波伽をすることによ

り、又土賀の改良tこより、特に手間取る越冬趣澁とらな
くてもよいようにも思われるa或いは叉人工的に彌柱を鴛

防する方法等から、瀦狐の霜密防除の鮒因子が港えられる

であろう。α951，5，27〕

参、考文献

鈴木消太郎農業物理學概説

安岡貞雄商冷地開發に必要なる栽培澗鯛

川口武堆森林氣醗

中島股吉．林學

土井砿平森林保護學

青…*局苗畑提要

山本光森林保謹

沼田大學森林保謹鴎

阿部漁土夫結嬬に就て】

阿部禰士夫北海通に於ける晩職と初覇に就て

三浄勝瓶風土産業

三浦伊八郎林業賞醗と没脅

横演菅林溌概要

爵,悪；林酪講義(2)

鮒考1．苗畑、防風林は12月～5月までの平均値剛測所
は三農高校･で10月～6月室.趣の3年間の21鈎値
2．防風林は西側にあり、林縮緬,16m主林木どいつ
とうひ、樹商15m辮度中．測定位置は中央部

，敷獣瀞鮮し･風下3段扇畝卿剛眺“
4．風向､風速捌測高2m.時刻12時

雄2表降調、初絡表
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飛騨産アス茨ロの丸太直径
↑

並に樹齢逗心材奉さ
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’1．緒言

一般に辨雑柵成する心材と遜材とで徽各を物斑伽・化

學的性質を異にするため、それの多少は木材利用上影響す

る鹿が大である。殊に邊材は材獲柔軟･收縮趾大で且つWi

朽性の劣る謝灘がその主要鮎である。然るに挫・心材趾は

樹菰が遼へぼ勿溌、同一樹種桐一の樹幹に於いても樹齢・

生背状況･村の部分･直浬の大小･立地等に依って鍵化す

るもの故各樹翻毎に遜・心制辮を知る必嘆がある。さきに

錐者は飛騨産サハラの誹&太迩煙と遥材率並に樹齢と心材率

との脇係について報告（,l)|をしたが、引談きそれと同一立地

産のアス罰-ロについて同一の方法を以って綱窪した結果を

慨報する。

御脂導と文献をf典下された矢瀞I耶士並に現地洲迩に他
宜を與へられた圃有林現地溌局者に厚く深謝の意を表す

る。絢本綱盗は科翠研究奨馳賀の一部に依って行ったもの

である。
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林床植物、蒲生植物としてはスケ、ササ、スギゴケ
が密生。

のそｵ1垂あると羽戯しても差支へがないので､心材部直裡

の自錐を丸太直裡の自乘で除して之れ譜ｴ00.借して其の心

材率即ち丸太樹積に針する心材部の材穣率を求めこの心材

率を100から減じた窪を以って遜材率とした。次に樹齢は

丸太碓鯉測定部位に於ける年輪数を以ってそのｿL大の年齢

とした。

【ド

3．成績・

a)丸太直浬と心材部直座並に纏材率との關係

調森蚕料に蕪き､各丸太直偲l唱錨照して各ifK裡階に於け

る供誹材中心材部直通の最大値､最小価及びZド均値を掲げ

患と蛎一表の左方編に示す通りである。

鰯一表の数値に基き、丸太腿祇竣撫M1に心材部直硬ﾕl墜均

値を縦軸に取り、両者の關係を"交坐潔を以って識はす

と、耐直謹の關係は略,を直線的と珊倣し得るから、錨一表

の丸太直浬及び心材部面脛平均値に韮き、最小自乘法によ

り雨者の關係を赤~溌溌式を求めると次式を得る。

“＝-2.7131+0.9569D

但しα：心材部i斑謹}'cml

D;丸太直哩(cm)<D=18～76cm|)

木式に依り丸太直題に鋤する心材部直裡を算出すると共

に心材部直遜の寅測並に蕊出雨値の較差を求めた所を鍋記

すると鰯-表中央慨の遡りである｡即ち本式による算出侭
と賓測値との誤麓關係を擬すると誤差の配分がほ堂均一で

あって､心材部直琵算出値の標準誤差は士1ユ露cmを示し

敢､こ過大ではないので、上記幽鐙は本棚窪に於けるアス

ナロの丸太i顔璽と心刺部晦巡との關係を示すものと澗倣し

2．供試材及び鯛査方法

供試材は岐阜螺益田郡4飯町大洞國有林産である。建築

合板用材として｛感された嘘について､昭和24年10月
一中旬に測定を行った。丸太の長さは6～15尺のものが大部

分を占めてゐた。

供蛎の生育した立地は次の通りである。

地況：大洞國宥林雛125林班、海抜商636～884m"西

北向の念斜､地位3,土質iま礫質壌土､誌岩は角閃寓土岩、

年平均氣温11.8.q般高識胤30･q最低氣湛-5.9｡C,

昭和22年降水識1168.jimm･

林況：戯鰈樹75％，腿紫樹25％の天然生混溺林.1

’町歩糊本数400本、平均掛商19m,¥均胸高画艇36cm"
混涌林簡認は亥表の通りである。

調迩方法:供試材とした丸太につき、丸太末同面の最短

部直挫を樹皮を除いて1cm卿耽で測定し1cm末浦は4捨

5入した。次に同部につき心材部直亜を同様の方法で測定

句したのである｡而して上記の商浬は之れを丸太の中央瞭面
全

ノ

〔錐者・鱗阜苛年師漉醸校教官）
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伊藤：飛騨壷アスナロの丸太直狸と遥材奉並に樹齢と心材率との磯係

鈍一表アスナ鱈のプI式i匪径と心材部瓶裡並に邉材率との関係（資測値並に算出値）
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7･=+0.9722st0,0036<Dと"との相脇{“）

て差支へがないであらぅ。更に第-変の丸太直裡と'b制部に野する麹率の蛮鹸値と師把の賓鑑から算出した心材

直謹(1藍測〕弓簔】脳とに雑き、雨者間の租關係数を求めると部i塵裡蝉出侭を用ひて計蝉した継材傘の算出催とを對照し
次の通り'である。て、更に是蝉雨迩材率の絞差を鍋記すると錐一表に於ける

アスナ戸丸太の雨耐鯉間の相關係數右方の溌穂傘の閥に示す通りである。之を翻ると設差の配
＝＋0.9722士0．0036 分が賂盈均一であって、算出値の標地齪差は士4.843％を

次に太湖喪の丸太直陛と心材部直征との臘係は丸太の末示し敢て過大ではないから、前Waの幽騨諸適用して求め

同最短部に於いて測定したものであるが、之を中央断面のた瀧一表所載の遜材率算出値は木認迩のアスナロの認ｵ率

それモあると着倣しても差支へがない。それで鰯一表の丸を示すものと覇倣して大過がないであらう。倫逢材率の蜜

太直挫及心材部直裡zF均睡蛮測脳>から郷出した丸太材薮醗値と蝉出値との獺係を鰯示すれば第一圏の通りである。
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伊藤：飛騨薩アスナ0コの剴I式r甑Iと麹§擬緬腹に樹齢と心材率との關係

第一岡アスナロ丸太直匝(D30m)と迩材率(S:SI:%)とのI淵係 弧と洲へよう。

b)'I永の年齢と心材率との鰻

係

街L太直砿と'[蛎部腱鯉im測価

とから求めた心材率の穆羅認鯛に

雑き、各丸太の年齢（ｴ0ヶ年毎に

括約）に對照して其の心材率の鐙

大値､最小値及罪均蛮溌侭を示せ

ば鋪二表の左方棚の通り‘である。

節二表の数値に雑き、年齢を繊刺I

に、心材率Zi婚値を縦軸に取り雨

者の關係を直交坐標を以って示稚

ぱ､對數曲隙によって表はLj得る

係諾亙=a+blogAとし、威及

s｡r~｢'a''''"'!'|

《
雪
＄
・
勁
叱
⑩

D"m)

而して塊一表を見るとプEkmf煙が珊大す-ろに件ひ心材部直

征及び灘材部の厚さI潮喝に墹大するに反して遜捗桶は減少

することが分る｡僻て､山内氏力蛎森壷ァ桑ナ画80木につ

いてその逢材巾をW罐されて“「アスナ画の遜材巾は2．0

~3bOcmで一定であると宮へよ”と述べられてゐるが、

木測迩結果も同雛准傾向を示してゐる｡叉三好抑”沐徴
御料林潅アスナロ5本についてその遥材巾を調迩された

鹿“を見為と同一直裡の下に於いては木W附盗のそれと大蕊

がない。従來汲表せられた成綴〈fX&汲木成讃により本邦壷

主要針蕊樹を比較すると同一渡硬の下に於いてアスナロの

溌材率の大いさは最少に位し、所謂逸材.率の最も少ない樹

と看倣され壱ので此の磯係を五=a+blogAとし，且及

びAに節二表の欺値〔心凋奉zF均蜜隙価と丸太の無”
あたへて､総数Rl及hを最小自乗法に依って決定して之を

前式に代入すれば次の如く君ある。叉之を圏示すると第二

岡の通りである。

へ

蕊二圏ア錦ナロブ&太の年齢〔心年)と
8b材率<H:H':%)との脇係
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鮒二表アスブー戸のI広の年齢と心材率との臘係
〔蜜醗似翻腹に辣出値〕
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帥
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1501-
H=-22.428+43.2001ogA

但しH2心材率(%)
A:年齢(A=140~260年、

本式により各年齢に對する心材率を算出すると共に心材

率の喪醗価並に郷殖の峻錐を求めた所を獺記すると節二
表右方慨の通りである。即ち本式による算出値と渡醗値と

の誤越側係を鮫すると誤差の配分がほ時均一であってC材

率蝉出値の標地誤麓は土5.349％を示し敢へて過大でぼな

､､ので．上記の賓隙式朧本澗在のアスナロのブ嘘の年齢と

心材率との蹄係を示す＄のと烈倣して埜支へないであら

う。術鮒二表のﾒ味の年齢と心材率平均値〔質駒値）とに

基き、雨者間の相閥係数を求めろと次の通りである。

アスナ雷プI大の年齢と心材率との相關係数

＝＋0.6360土0.0391
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伊藤：飛騨溌アスナロの丸太直哩と遜材率並に樹齢と心材率との澱係

rr=-22.428･f･43.2001ogA

_i式に篭き各丸太の年齢に對する心材部材獄率を割算し
生

て表示した（錐二表）

3〕本洲迩のアスナ”I"I式直砿と心材部immiのi胤係が

直線的であること、ブIXiti運が珊大すれば心材部直笹汲遜

材巾は増大する力麹材辮は波少する蝉の黙は、従来調査さ

れた他樹菰の柵合と其の傾向は伺槻であった。

4〕本訓迩のアスナ河は丸太の年齢がi鮭すれば心材を

韻率は増大することが認められた。

5）従来溌汲せられた成紙及び木i"iにより木乎睦針難

樹證比竣ｻー ろと、同一直観の下腱於いて鍵の邊材索ほか左

り少い､部ち俗職種の中で遜材率の飛少の樹菰と柵えよう。

以上は測定蝉少く尚群細な為研究の頴行を期し一先づ

本文を以って溌報とする。
△

．5．引用並に参考文献

1．伊藤武：岐卿“學術報皆(認中）

2．山内俊枝：青燕ﾎ域薗､."8,P.P|､2-8.(1930)

3．三彫|〔一；オ織試職報告V01.1,No.4,P24.
〔1929）

4．矢塚越吉：岐阜鐸學術報告郷｡､52,P.P55－
63.《194心

5．：木材鯉業瑚O63.5.9.P.F､26-31,
超-15,13-17．（1946.1947）

6．心endIJcnbm窓.R.:D&画面01zHKIsRohsto"S.
'

皿4-154.〔1939＞

7.KoIImnnn.F:llLhnologiedcSHolZGS､4(1936)

8．鍔《省騨良局編：麹『試駿法α“9〕

9．大海正之､平井左1'1;北大1M摺林報街Vo].14.
N0,．1.(194Sj

m･身BroWn･PanghinmndFIJrmith:T"tbookofWood
TeolmblogyVol.r.f1919)

狐て第二表蓋観為とL大の年齢の増加に枠ひ心材率も墹

加し、その賦向は曲綴的關係が認められる。この黙班"－

deIenbu噌氏“画11n1'mnf7)"の箸書に引用せられてゐ

るKiemr,nichteの堀合と似てゐる。今錐二表から若干

の年齢に鋤する心制率算脳値を摘出し､上記戦書の図から

大鐙讃んだ数値並に、さきi仁筆瀞の豪表した同立地産サハ

ラ“のそれとを比較すれば次の知りであぁ。

樹謙遜i:40'80.2202"
アスナ画70.2774．9878.7481.90

サノ、ラ66.0673.50．79．42一
IXChtc56.0062.0065.0067．0

Kiefer47.0054．0j".0062.0

即ちこれに依るとアスナ湾は同柵の場合に於､,てば、心

材量が大であること力惚められる°併し本成紙は樹齢の糊

い＆の力秋§部分を占めてゐるから蓋木の場合には如何なる

結果となるかは想像し離れる。この醗繊爾識3て更にWM査

研究の撫定､宿ある。

4．摘要

以上岐単M総田荊M域町大澗閣狗施蛍アスナ画に就き､、

共のプ1通k直經と心材部直浬並に鐙材率との側係､及びﾒI大

の年輪と心材率との関係を調査研究した誌果を記述した。

今之を要約すｵLぱ次の如くである。

1）アスナ画に就いてﾒ1大直蹴D:cm)から心材部世謎

(d:4)m1を求める式としては次の渡鰄を決定した。開直

裡間の粗湖係数は＋0.972210.0036で勘為。

"d=･-2,.7131+0.9569D

上式に韮き各ヲI成<庶裡に對する心材部直秘及ひザL太材秋

に間すぉ趣材率を計郷して表示した。（撫一蕊

2，ブ・スナロについてﾒ'六の年齢<A:年〕から心材率

（豆:％)を求める式とし･こ次の蛮醗式を決定した。両者間
守

の相關係数は＋0.6360土0.0391である。

《
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卿 宮林と大杉谷

伊勢耐li富の森林は宇治山田市(mFI鈴川上流）にあり、

大杉谷國有林は三砿縣多氣郡大杉谷村にあって、雨者の距

離はわずか501rmで、どちらも5000～6000|】皿の一團地で

あり、しかもその大部分が一読域の至面識を占め､共に古
生層でありながらスギの遡林成績が意外に悪く、鄭らヒノ

キを遊休し冠いる黙などが共通である。しかしながら地形

と交通の使否とは極端に鋤､、刺櫓林の入口には宇治橋が

あるに對し、大杉谷の入口には長さ遮00m"河底からの高

さ350mという有紹な索迩がかかって､･ろ。最近棚ついで

それぞれ浦2日間ずつ親祭したので、雨者を比較しながら

その大嬰を紹介したい。

脚宮林は雨宮の耐幟と宮城林とにわかれ､後者を風致を

主とする錐-唇娩除と、ヒノキの御用材生潅を第一義とす

る鮒二嵩域林とにわけて､30001'肌のヒノキ林をしたてるこ

とを一噸の目標としている。騨宮嵩域林は五十鈴川の上號

電恥る紳路川及びその支洗脇卿11の洗域途部と若干の隣接

地とから成り、林内にバスがかようほど．G,古生勝の林地

としては地形縦よく、わが閲の森林とLてこれ職ど仙利な
ものはない。蓑た大正8年ごろに天城(伊豆〕小川(木餌

厳どと同時浜設けられた御料林御自慢の路網力淋内縦俄に
走っている。

寓撰林の特殴は周特の迩林法と防火樹稽とである。大正

11年に50年間毎年60“ずつ鑑繩する計離をたて､皆伐を

禁じて多数の存謎木を伐り残して保謹樹下にヒノキ琵遥林

することとした｡風致上t要であるアヵマッ･モミ･スギ・

ヒノキ．､クス・ケヤキ・サクラ・カエデなどを残すことを

理想とするが、これらの木敷が少いためツバキ・カシ類な

ど直径1寸以との存慨木を坪1木Pずつ伐り残して、その間

へ坪1本の瓢でヒノキを植える,こととした。その後存磁木

を2坪または3坪に'太として､漉座3寸<･らいに改めた
が.鐙林溌時にはほとんど枝葉のないﾂパｷたどが多数残
っている。栖付後5年間は燗鱒だけ刈沸5のが普通で、存

溌木力善くその樹冠がひろがるため雑草の分量は少い。そ

の後存註木證s～4回にわけて溌伐するが、交通の価がよ

いたあ伐採木蓮魔分すれIW費を支辨できるという。ヒノ
キは疎立すると錘證擴喪して樹形ガ悪くなりやすいが、

存慨木が多いため密植と同じよう欺蚊果があるbともかく

興味深い池林法であるが､溜域林のように錨､の便のよい

林地でなければ薩行できな､､であろう令

〔錐者･東大“部教授農學博士）

中村、賢太郎

防火樹幣は宮域林の大きい務織で､境界及びおもな尾摂

に30m福の常縫股蕊樹の密林を保存し､森林をこまかく唾

分している。地表には淵騨その他の陣害物がなく、地形が

よい慨係もあるが、歩行に便種ある。地形が急峻である場

合や､屋根に針葉樹力善い溺合には類似の敷果認01待でき
雄L,としても、尾恨の天然林を傑存Pすることは旗く#1鼬態す

る佃輝寺ある。なお宮城林では主要通路の南側に60m以上

の天然林を残してヒノキを湖*している。

大杉谷は急駿な山岳林である。わ力極にはこれよりも條

件が悪し錬林はあるが、天然物採取の鍍奪林業に浦足する

ことなく、遥林保育に苦心して増産本位の育成林業を喪行

している鋤に特徴がある。光輝術新の努苦は4鐸に値す

るが､歩遁を改修珊設して弛林成縦をよくするように努力

することが急務である。

大杉谷のヒノキは木曾材よりも商く評個されたことがあ

るといわれるが、スギは天然生力燕種あり、蓑たスギの遥

林成績力怨いことは、古生府であり、屋久鵬についで雨斌

が多いだけに不思磯である。大杉谷の小谷には清水がほと

んどないのは、韮岩に垂直に近い鋤裂があって地中深く水

がしみ、こむためではあるまL,か。なお尾鷲附近の河川に水

が少いことは、ヒノキ林業が嚢達したひとつの理由君ある

と想像する。大杉杼と尾砺とがヒノキを主とするにかかわ

ら魂隣接せるすべての林莱地がスギ彩錨*していること

はあ護りに皮肉である｡

すべて力轆主れて､､ろ紳幽宮城林にもかなり多くの;跡k

不成霧也があるものの如く、クロマツ輩たはスギ．ヒノ学

の捌淋地へ、アカマツが侵入している例が多いという。三

吸・利敵山・大阪などでは時々クロマツ林を車窓から見か

けたほどで、クロマツの謝荊世は存外多眠ようであ‘ろが、

紳富の前山剛地(寓川洗城）に600恥のクロマツ識*地溌

あると闘いて驚いた。ただし現状はアヵマツが優勢になっ

ていあ林地がすぐなくな↓､という。アカマツの天然更新は

必ずしも容易でたいが､人工造林地へ天然生のアカマツを

誘導して間接に成林させることは比較的賓行しやずい。脚

営林にはアカマッが多いが､大杉呑腱はアヵマッは郡であ
る。それにもか”'ら3ご蹄鱗誌庵アカマツ稚樹が,本ず

つはえているのは不思謡であ塔。

鑑赫燕業は現漬の森林に教えられることが多いが、紳富
己

林と大捗符とはわ力掴林業の雨極端を代表しながら共通職

力竣く、見畢の侭侭が高い。雑に代変的集約i棒として静

宮林は蒋異の存在であるゆえ、伊勢脚宮に参拝ずろ桃莱技

術煮は跡寓司聴林協叫長岩田利治氏を瓶わして、1日を脚
宮林の観察についやすこと醤推賞したい．

一一〔23〉－
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日柵奥羽支部總會鰯総:難'撫騨噸鰯磯竺熱競駒
下東北支部長、共仙支部側野村秋、謝ﾎ局長以下翻員約220栢出鵬して盛大に器行された。

先づ水野部長の開禽の僻に次いで會勃報告､松川理事長の挨拶の後､鈴木秋田縣林務部長が迦溺Lて雛長となり、（1）支

部規約（2）支部長の迦出、（3）昭和26年度罰嘩計謹及び職算を審議決定し、次いで來賓賦誹の鶴野村支部長の挨拶が

あって總曾を終った。。

尚引繊いて日本林畢曾鯛I亥部總會を開服､午後は林野鰹藤村指郡部長の特別講淡があり、終ってから林學曾の研究壷表

曾が行ほれた。

日本林業技術協會奥羽支部規約

三委負街からの提出事甑
I凹共の他必要と極ぬたZlW･

節十四艤蕊員職i噸癖行#嘩嘩る溺錘部長が鬮磯これを招錐す-る。

辮卜玉滕萎員禽は必要ある溺合は總曾の議決を窪なけれ
ばならない噸項を戯鯉することができる。但しその拙合

は次の總宙に於て永混を求めなければならない。、

第五章分會

鮒十六條本支部に職域及び地域邸位として分曾を撒くこ
とができる。

繰鞭驚酬鯉艤蕊撫鞍詮細悶
を常任とする）を泄くう

蛎十條分曾長は分禽員の遡緊にkって定める。
鉱十九陳分會は刊行物の配付､曾弧の微1“につき支部
の剖嚇を分掌する。

航項の31鰯は罐め支部長の承認を雛て木部と直結するこ
とができる。

鮒二房1-際分箇役員の選任方法､任期蝶については支部の
規約を瀬用する。

分曾役員力錘任されたとき叉は鎚更があったときは支部
及び本部に報告しなければならない。

第六章會計

節二十一條錘部の認は木部交付金及び共の他の收フヘ
を以てこれにあてる。

鮒二十二朧本支部の曾計年産は本部會計年災と一致せし
める。

附則

鋪二十三隙ズ錘約は昭和26･年8月26日より有效とする

第一章構成及び譲務所
罰一様木支部は秋田､山形雨縣丙に居住する日本糾業技
術協曾（以下日林協という）愈員を以って組織する。
第二縢木支部の郡諮所は獄田誉林局内に斑く。

第二章辨業

第三帳本支部は日林協の目的を達成ﾂｰろために左の劇I業
を行う。

一日林協の目的に合致する地方自剥擁の企雛及び資施
並に木部への識flテ

ニ會員の典動調査サ
三本部及び分會との迩雑

節三章役員

第四條本支部に左の役員を腿く。
支部長一名
支部委艮六名以内

幹鞭二名以内

但し支部委員中の三名以内を柑任委員とする。
第流條交部長は總曾に於いて簡員の遡撃により定める｡，

第六朧支部委員曾及び幣任委員雛に幹訓fは支部畏が委蛎
する。

第七朧支部長は支部を代表し支部の曾務を總理する。
支部総任蚕員は常勃を続行し支部長剖職あるときは訓務
を代行する。

炎部委員は支部長を袖佐し爾筋を分難する。
第八隙幹加世支部長の命をうけ本支部の曾務を?総庭珊
する。

第九條本支部に旗llllを腿くことができる。

"IMは本支部の詰問に態じ支部の運誉につき恋見を述令
ろ。

間側は委員衝の推醐に基き支部長が依嘱する。
第十隙支部廷､支部委員及び*郷のI剛Iは二ケ鋪とし菰
柾溌妨げない､但し柿雌篭の髄期は削任者の"WI|を繼承
する。

西

鯏四章命瀧

"l･一條木支部の徹識は總禽及び委員衝とする｡
索トー條迩柵f總會は毎年一回これを開IIMする。
臨時繩曾は支部長その必要を閥めたとき又は支部禽員五
分の一以上の要求があったとき支部長これを開他する。
錐卜三條總合は次のことを議決する。
一支部識算の永柵
二支部規約の鍵更
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隔條伐採による

二段喬林作業を提唱する

渡遜芳夫

○
○
○

はしが透

我が函人工謎林の賓縦は澗舗蝉§し一鯉峨遁に難つたの

種あるが、更に即峨而被内に於ける薪欲及生長jikl付加を研

究L4､識賦源卿の方途を甑ずることが脇來の慨題とな
ると思う。その一方法として人工植栽林を隔條伐採により

二段弼林に誘導し、生長鼓の増加を計ると共に地力の削齢

と公共座の珊加を肝らんとするの轌ある。

・隔條伐採について

我が園の森林は殆んど傾斜地であって人工j難ド地は符間P

に向って列状に綱蝿して居るので伐採は一列砥きに即ち擁

より谷に郷淡に行うから作業は容易である。

この伐探は間伐の目的を多分に含んで居るので艘初隔朧

1H1伐として居たのであるが、二回目後の(蹴臘が主伐を目的

として届るので隔條伐採と呼ぶことにしたのである。

従来の間伐方法によれば間伐木を利用する場合伐木迭伐

に幟躯銅く(主林木）を敬損する事が多いが隔條伐無を

寅行すればその様な憂がなく且つ弗伐生認は従来の間伐

法に比較すれば著しく減少することができる。

濯が徹雌酎縣有林の23$"輪の人工林に於て試霊した

隙の資綴によると次の遡りである。

索制生溌饗劉比表

二等篭三角形柚

，．．"･OO○
．
・
・
鯲
腱
．
．
．
○

○ ○

0今 ○

Q ○

○ 0○

二段誘林誘導について

隔脈伐採後伐根と伐根との間に（從来の一間四方正方形

師人.職林に於て)棚苗木を新随し二段而林に癖す．るの

で皆伐林に於ける地排費潴誠(具旦つ上木による下木の保謹

と下刈除伐蟹を波ずることが出来る。更に根系及樹梢の立

臘的配睡侭より蝋位面識蝋りの生長ｵ鋤鋤加され地力の保

持上に患荊救である。

木作業は下木が十年生後になれば上木に被醗され生長を

譜する等と洲認IFも諜想されるから此の様な柵合は上木の

枝打によ､り極力下木生長を促弛せねばならないと思う。

後篭樹種の選定

I蕊撫藤競聴灌餓鰯簾麓
ては杉の跡に杉が立祇にと鯖して居證ので松の下木に杉を
杉の下木に槍を等と定める班は職を得ていなし､からその地

方の通水を選ぶ蝶にする。

陥滕伐採の施紫周期

隔條｛陀採の施莱周期は例へば50鋼瑚Ⅲとすれば､2謎ド

を施業周期とし40年伐期とすれば20年を施業問期とし．亡

2回目以後の伐採は主伐となる。
01

むすぴ

以上人工識の隔朧伐採による二段喬林作業について耐

111に述べたのであるが、此の方法は慨鎖林思想にも順腿し

最麺守に提唱されて居る蝉伐作柔の良い職と皆伐作莱の災

い酷を包含するので特に小面識…慧渚に適すると思う

この賦験は数年後‘なければ後寵樹極の成長についての

総総を得られないの．直澗迩の都庇發表し鯖先飛の御批判を
仰ぎた、､と思う。

血
一

一

凸

鮒i老〕

本削睡は昭和25年7月初旬である。

皆伐に依る索材生産饗を100％として夫冷の､錐による
ノ

素材生産饗と比較したのである。

間隔朧伐採を行うには樹種の特性により最初の植栽の際

次回の如く波4.5尺縦9尺の固形樅とするか或は二等遜三

角形値とするのも一法であると思う。
一 －

保

〔錐者・愛扱縣林溺課技師〕

－〔25〕－
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新 制高校に於ける

林業教育上の諸問題について

太田 重孝
一一一一一－一一一～一一～マーみ■〆～一一～一一一～

先般第10図曾において改正巍林法が成立し、民ｲi林保

綴の韮木法が定まり'耐陀均衡の弧力な描薇が採られる『よう
になったことは喜びに堪えな､､ものである。

ひるがへって総菜教育に眼曹韓ずるとき、雛戦後六､三、
j

三､四の新學制が碓立辿ら”､新しい激育方針の下に今日
迄弧なの困難を克服しつL前進を綴けて来ました力毒い時

をおな仁くして産莱教育振興法が圃會を通過し職業敦育に

一大活力力誕えられたことは諜林法の改正と共に喜んでい

るものでありますb

臓獺噸麓麗蕊駕蝋鰯鰯
ております。

新制商等恥校教育の正Lい菱を港えてみ為に、醗校激育

法の第4章第41條に「高等躍校は中恥校における激育の

華礎の上に心男･の潅達に臓じて高等普通教育及鄭門教育を

飾すを目的とずる」とあり、叉鮒42{嚥錐2頚には賊曾

において果さねばならない使命の目録に基づき個悌に態じ

て肘來の推路を定め且つ一般激養を高め専門的な技能を習

熟させること」このように産業教育の在り方を明確に示さ

れているに拘らず普通率ｲ1M飯の卵は未だ根弧いものがあ

る。叉生徒が鍔､牒登を好永、職業課罷を縦う訓砿があり

またとf…智を厭いアカデミツ〃な教育に縦れ志おりさら

に蛮業商等學佼の教員のうちでもこの傾向がみられるのは

どういう課であろうか‘？

私は職後日本の交化國家の建設､産業復興の脇来を婚う

べき青少年途の涯省を促すと共に學佼自盟が産莱教育の振
､‐

典に全力を上げて蝶中渕罐ずぺきであると蝋く雷いた1,,の

である。

次に林業激育蛮施上の龍問題について識ぺてみたい｡私

は林業数育に拠って装り日尚浅く未熟な者遥あるが､以

下23の事柄について述べ瀦賢のご批測とご協力を願う.も
のである。

1．地域載會及關係圀瞳との開運性少なきこと

この1m題はあるいは私の墜挟だ舟の問題かも知れないが
融佼と就曾が遊離して居り腿校が浮き上つ・こい為のは一髄

(錐者・山形縣棚岡避業商等…〕

どうしたのであろうか？

林莱致育を終えた讃の90％は林莱團髄えの就職である。

従って林業繰程を有する所の學校は勿議､農林省のご用膿

校にはあらざるとは言え、つとめて鬮有林とか、聯とか、

叉は民間林業醐侭に入ってた陸ちに役立つ藩の教育で鞭け

ればならないはずである。之即ち地域就筒の嬰求に應ずるへ

教育を．ﾗー るのが本来でなければならないと思ウの毛ある。

然るにやLもすると國布林或は民有林の瀦1m題について’

全く悩報の入らない現状である。

激師は澗態依然の教育をやっている。新刊の摺籍も思う

様に手に入らない、益々地域就會の喫求に護ざかろものに

なって頑ｸ。従って3年間の叫狸を総え災立って行っても

直ちに役立ち得ないと云う絃果になるのである。

鐘に於て鯵校と林乗官臘叉は民I剛幽鯉との迩諾衝の如き
』

ものを持ち、紺に新Lル､智識の交換を固る識にすれば、よ‐

b良き倍澗の激育成果が得らる卜ものと砿値するのであ

る。關係#繼照の御協力を切に願うものである。
2．カリキウラムについて字

稔も料難を學ぶものは生物についての智職を持たねばなら

いは犠然である。然るに現在の制幽に於ては理科(生物・

物理・化睡･ju"J力謹探制庇になって居り、1科目の鑿

澤なのである。従って昔の襟に1人の生徒が樋翰･動物．一

嬢物･‘.．"と全科目を習うのでなく先の4科目の内1科目を‘ー

習うの毛ある。この結果森林生産の根抵である.所の生物

（植・動物）を智はない生徒が出来てくるのである。同様

に物理は測ら瓶､､、イヒ鯉は到らないと云う生徒が出て態奇

導ﾘ激科に入った隙に一大支陣驚來すのである。叉“に

しても測魁の悲礎である幾何叉は三角法を知らない生徒が

出来てくiろのである。弦に新赦育制度の1鐸商校の教育に

於て一大矛盾を包撒しているの電ある。叉那P薙辱}の風分

も戦時中に用いられた「森林生産｣｢林業經濟｣｢制瀧加工」

瞬林土木」の4教科電ある。此の唾分は矢譲林野聡の例

に倣って經誉･鑑林・防災･保護･利朋C蝿加工)･利用

（林産化嬢）の6教科にするの力窪僧電あると考えるの這

ある。

3．救科書について

昔の灘*學校出身の方は御判りと思うが昔は三浦書店愛

－〈26〕－
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太田：細側商校に於ける林業激育上の賭問題について

行の本多博士の林聡教科醤があって非備に役立ったのであ

るが､現在は之に代る激科醤がなく慨かに賞激出版鰊tか

ら4弧顛即ち各教科1種類しか發刊されていたい。

袋謹駕鰯麓患,慧驚瀞鶏,震
ある。此の原因は産莱激育に側す職激科書は鋤､科目のも

のに比して識類多くユ菰類の發行部敷は極めて少ないので

出版曾肚が忌承嫌う鮎にある。蒋遡科目の奔職はその多

いものI漣0甑類もあり激師の方では遜羅に迷うと云う有溌

なのに比し疫業闘係ほ全く郷泳い状況である。鼓にも現行
の教科州囲密雲行制度の不合理が存う-ろのである。このよ

うな状態の下においては産業識育の不擬は臘然なことL思
われ為。'

4．林業諸回麗の受入態勢について

林業教育の目標は先に述』くた様に初級技術者を禰成L林

業界の鮒一線に詮D出して一雁その完了を承るのでああ。
鰺戦後のﾎ嘩諸團燈の誕入の方法を験ろに先のカリキウラ

一－

ムの項に述べた識に鐙､郷程と鞍衆脚狸とのカリキウラム

の編成は自ずから異蹴っているの毛あるが採削試嶮の内容

はｰ律に一般教義科目に砿鮎を腿き、郡l!り科目は殆ど出題

していないliR況である。銭に於てか普通高校出身と…

校出芽とを蝋別して愛入側としてもこの特異性を測職の上

採用試鹸を蝋施される様に希ってやまないものである。

以上4割目に宜り，新制高校の林業激宥に拠っている者

として､激育制度上の不合理たる蛾或は關係諸幽餓えの希

望事項等につき幹述べたのであぉが､地域繭t禽の撰求に
照ひより良き赫業の初戦技術者を褐んとするには以上の艤

問題を早急に解決う‐ろ必要がある。

産業教育猟典渋により殺術の充倒"職さ池､現噸教育
によって激員の鷺の向上も岡られお纐にたって､､るが､識
算的措遜力辮ぜられ､獺が上にも産莱教育力振興する糠に

斬って止まない恥のである。鯵に曾員諾賢の御協力、御教

示を希う次鮒である。（19瓢，7）

彦一ニーーニ一一一一一一一一一一一壼今一→一上一一一一一一～二一一一二一一一勺ニーニーーー会一一一－一二全二一

太田氏の聯業教育上の諸問題」

にお答えいブこします

県、 文部省S事・務官

、

従来林業敦育の班柄については、その脇係著“籾んじは小規桃の民右林經瞥を對象として、鍵林業混然一磯とし

ていたかの如き欺態があったように見受けられました。た行き方が示さｵl筵おり（綜合農業の一部としての林業）

戦後風土の荒澄と尖I色毎年顎く風水害は、國民に植林の教育目標の根本において従来の行き方腱比べ､多少の相異＝

一

必要性を猟感させ、この具侭策として昭和23年聯から女があるようにおもわれます。この鮎から林業課秘の卒莱溌

部鉾$雨省において曝校轍林運動を大きく全図的に展開しの90パーセントが林業I蝋係へ就職される學校においてば

て、學校の兇童､生徒は勿霞､一般献釦ご林業のZn要性をやはり、初級技砺者の養成を第-?蕊的に考えられなければ

唱えその読及に努めております｡一方牡曾的要職はこのた ，ならなし､と似いますbだが戦後の傾I伽としては、商鮮醸校
ぴの敦正鯛*法ならびに産築教育擬典法の國曾通過を見林業課秘の卒錘のうぢ林架脇係え就鞭できる者はWM識の
‐こ、ますます林業諸間題の具患的瞬j雛が考えられる段階結果30パーセン1．程腿で、この就職IⅢ題力泌然的に教育

になって参りました。因みに産業部門におけるﾎ擁は大き目標が鍵って来たもの~Gす、この結果として從前に比べ新

な存在にあるにかLわらず､林業教育の占必患地位は除’肌制責施後の卒業生は､聡力が低下しているようl奮いわれ
にも微少遁ばないかと思います。 就戦率が悪くなったといわれ蓑すが、このことはむしろ逆

そこ副i記の太田氏のI荊鍵教育上」の4問題についてに､林莱の分野が戦後非轍に狭くなり且つ林業激育の目標
十分了解でき、蓑たこの菰の内容が林梁部門の激育問題をが從來と幾分典なって来たことによるものと思われますb

不振にして来た要因Gあるとも思われます。そこで一般的に林業激育の迩錘僅総り林業を狭く考えずに

従前の遡諜醸校における総業課職では初級技術者の蕊成綜合的な層繊のもとに池めていた鷺きたいと思います。な

が目群おかｵ':こいましたが､昭和23年の農莱學習振導ほ學校と婚"深魁とは菰極的に術に迩諾を詩たれること
要領〈試樂)では初裁技術者の蕊成とともに､農用林あるい力窪ましく、殼局は林莱側係への就戦率を高める結果にも

’一〔27〕一



太田氏の齢ド業教育上の瀦問趣にお答えいたし主す

このことは學校測だけのことでなく就曾的な要求を含んで

おりますので溌莱敢育擬興法施行とともにぞの打開紫は惚
討されるものと‘い､壷す。

鋪4の就職試騨のことについては、大學制蝉の場合にも

､､えることでこの卿乍年度の久殿陣醗から…されて鞍柔

關係商螺學校出身讃に便宜が典えられております、患職の

ことについては鋼li|者側に職業側係商等學挟の性格､學校

の内容等について瑚珈に認識していた世くように鋤められ

ることが肝藝だと思います。

懲りに暫轆商錦恥校林業課秘は約100.-裟あります

が、これらの躍校におい迄すべ毛初級技術者を謎成す-るも

のとすれば､､､きおいｵ樺職係えの就職は開雛となります

の酒地域牡曾の)峰を加味して林莱撫程の赦育目標を稼討

し斑班な初級獅阿者の詮成に努められるよう鶴んでやみま

せん。なほ現在風で要求してい昂林業教育は、臓汎にわた

って綜合的な林業を知り、菰極的に森林蚕源の保全に努め

る渚を認んでいると解されますから念のため申し添えます

'(細災者註･太田氏の投稲に閲しては特に文部楢のs勤嚇
宮にお願して御回答を得ました誌上を通じS氏に謝意

を表します）

たるこどL思われますので段曾を見ては辿絲を取られるよ

うにされることで･jfb

雛2のカリキュラムについてqEすが、この間の3州Wl'kよ

くわかります、前述のような間脳壁としての誌果l鵡蹴な

表現だと恩わｵ罐すb現行の救育課程の主旨から申します

と、理科激科の『i'に生秘翰理､イ蝉､J1蝉のべ科目があ

りますが、これは科學としての共通性粥舞っておりｲ畔を

雛ぶことによって生物､物理､地學の科離としての悲礎的

共通性の瀦|Ⅲ題に鵬れるもので、このことは従来行わｵr亡

いた、知識注入主義と趣を典にするものです、そこで今日

の生徒の能力の低下については激科目の§u合せ、時IHI配職

‘や鑑方針と恥習指導がよるしけれ嫉一･腿解決するものと
思われます、この鮎については数科目脳位騨について研

究が進められ･ておりますので讃し不十分な鮎があれ噸1丁正

補足されることと思います。

次にﾎ燦科目の分麺方法について､色だとご意見塗聞き

ますが、これは剛に林莱だけの問題ではなく職業科目全髄

の豊1噸で､今の所この黙については鯛れておりませんが、

現在の4教科の分け方で別に赦育上ならびに演際業勃にた

ずさわる場合に不合理な間剛はないように思われますも

第3の教科醤のことについては、たしかに大きなIMI畑で

一

一 一

と
ゞ
１
分
１
４

入選整發表する溌定。◇式典の捌日も建物の都合で未定で

あったが之も近く硴定されると思う。（松原記）編集室より
一一一一一弓画一一一一一．一

御 願ひ

愈饗(前期分4月～9月）や秘霜代の滞納力域分多く飛

近耐臘の發行その他ｵ翰の瓢珊に支障を來して居ります。

何卒至急に御柳込熟願ひま説

計剛法人日本林莱技術協會

◇木曾の副鰯所（森林記念館と命名することになった）の

遮築は入札を経り9月20日に地鐡祭を行う。何や彼やと

菰んな都合で大分後れたが、愈盈本年中iこは落成の見込、

溺所は四符騨から約4分v番町小學校の倣航で静かた住宅

街である妹代田匿六稀町七の七)。◇24年には永田町茶

翻献丙の一室から幹田&鋤町へ、25年には永田町治山禽館

へ、此所3年の間に居を鍵え,ること3回、何れも5坪加後

の狭い一室の假漉て、迩米激塘した業溺の遂行には到賎耐

えられないものであった｡こんどこそは永住の地を見肌し、

充分な臓さを持って、仕那の能率も上げ得るものと大いに

狼り切って居る。◇徳へぼ昭和23.1年腫典林曾の名稲鞍改

めて、その槙典遼期し、爾来5年､宙負数も目漂の1税を

突破し、イ側Fも一態は林業技術協曾らしくなったq之で

副職所を持てば協會の表而上の面目は襲ったと謡えよう。

◇然し本職の意味の使命達成はまだまだ、これからであ

る。出版にしても會誌にしても、叉粥習禽や溺演衝その他

の訓識、菰んな意で貸すべきことは山欲して居るp私雄

は鼓に竪悟を新にして使命の完遼に遜池する讃りである。

◇30周年記念M喋のI1'､懸蛍総文は目1辮査中であり、

コンクールの鱈侭は10恩に審在を行う。何れも11ﾉﾖには
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i昭和26年9月5日印刷願側喚0圃

昭和26年9月10日蛮行（謹料共）

称業技術節''5磯

（改題鮒22鋭・發行部歎n,300W)
圏築發行パ松原茂

印刷人氷野蕊・男

印刷一所三立印刷株式曾就
一一へハヘーーーみ~～

渡行厨，耽團法人日本林業技術協會

東京都千代田,M永田町2丁目1番地

蹴話〔58〕1508番・振鋼醜60448番
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林業技術叢書（日林憾總）

田中鮒二惑淋土木〔林邇の設計＞，30(銀繩

藤村斌任"繍瓢農） 55(台員50）6

大崎六郎燕絲､合の在り方406

白井癖榔肋の生理と鐸の麹票11012
（白員100）

藤村”溌繍蕊驫養獅〈倉"）
706

田中波談堂森林めま鏡因子mC(GR90)12

岡時文彬照謹法の賓態8C(酋貝70)12

片山佐又油桐と桐油86(金員7の12
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樋松他

鵠築室

諸名家

仲好光吉

吉良鼬夫

加納一郎

今西釧司

館脇蝋

犬飼哲夫

齋藤錬一

金森功成

三浦辰雄

内田登一

消水元

吉良龍夫

中村賢太郎

商橘喜平

魏井那次

今西錦司

島田錦載

加留部善次

中村愛太郎

岡崎文彬

今田敬一

坑 木

輪､出木材勤端

北海這森林統計圏表

畿鰯八十年

防誹林

日本の森林帯<改訂版）

･I|塀の森林蚕源

徽織庇莱樹林

阿蝶國立公園

野 鼠

地上の響

森に働く人共

日本林莱随想

澱

最近のアメリカ林業

落葉針紫樹林

北方天然生林の施業

森林の雲密

木材腐朽

いわなとやまめ

新森林法とこれからの民有林

ナラ材の在り方

遥林物語

蓄欲と成長鐙の正しい測り方

森林と土壌僕蝕

其の他
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１ 伊藤一畢郷唇針葉樹鱗苗の立枯病妬

岸本定吉臘勢'腎騨窯の柵築腱就て25
麗野金市どんく．Dの味噌製謎に關する研究25

綾藤邦彦舟鞠;擬頭播臆病淡賓馴謹報皆3s
武田繁俊水源の雨逓に就て45

鱗林誠･外2名ヒノキの抜根に側する研究40

堀岡・菊地合板用ヴイスコース接蒲剤30

河田撫置澪'年生鑑林の成綬30
平田徳太郎水蓑源と森林75

藤田僧夫とちの化學20

王手三乗毒森林の風密30

犬胴・上田森林と好風20

川口武雄山地土壌僅蝕25

阪塚雌防風林45

小倉武夫木材の乾燥8o

伊藤一雄苗畑病密論（,､総論〕75

内田憲木炭の詰30

5撚浦三特殊林産物の禰給と栽培〔鴨給細）
50

四手井・高橋菰雲と森林ユ00

糖隆男苗畑土壌と施肥80

日商義度まつけむし60

小出郷山地荒慶と地磁，5O

井上桟山火姦の消防法，30
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日本の森林賓淵問題
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日本林業技術協愈の新刊轡は
毎月此の頁で紹介致します

｡。。新チリ案内。。。
咄 ノ

195ZzF林業手帳
定偵120回（識約待頂100回）

塗料1部6m(10部以上は本會負婚）
I‐‐‐『~…－”.~。‐い､~…

､本年度版は林業歓篭場や林野塵の禰威者にお願して内容を一膳改善し、表料は新らしく、現地に

役に立つことをモツ1,-として編架しました、そして型を小さく装頑と堅固に、鉛錐も附け垂し

た。Ｉ
Ｉ
I
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豫約募集

O申込金1部に付50回申込と同時に御沸込願童す（残金は現品街歴ﾘ罐直ちに御沸込願まず）

○豫約期間n月10日迄

○配本は12月中旬までに完了する澱定です

O申込は撰替(東京6“48番)御利用力殿も簡便で確没です

一一一一岳戸＝～一～一一一一一一一一一ヶ＝一一戸～一一一一一一争一¥Z‐
IF

日本林業技術協會
創立三十周年記念出版 民有林業總寶

ロ

吾が園民有林業を一畷して横に分析し，叉縦には各都府縣毎に群趣した総臆である。更に林業と

他産業との關連莚取り上げて、地方産業の自立經濟、綜合開發計鍵の進路ともなり、少くとも民

有林業に關しては横威ある最大の錐錐である。

〔内容〕第1綱森林喪源と民有林梁（國土利用、森ﾎ繊源､林野利用形態、鑑林、防災､保安林･員哲林

の經蒼、所有形態、助成、治山、防災、揃導等）

等2編各論(各都道府縣毎に)－自然原況､人同事浦､林野の分布､地方林莱の特殊性､避林．

治山、防災､保安林､經誉計喪､木材の生産需給､断炭、特産物、林産物利剛形態、弧苗

林道、保謹､林産物の穣査.他産業との朏辿、地方税、其他

醗”藤村顔任．石谷憲男、原忠平、中川久美雄、松川恭佐、松原茂

(愁本概要)B5版・機組・約ﾕ,000頁．総ク睡一ス上腿．函入

定債1部1,500間（逵料80側）

〔本謹は1.000部の限定出版であります〕
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林業解説シリーズ第40冊

総溌今田敬一署森林ご土壌侵蝕
価30剛（〒6回）

森林と土壌侵蝕の關蓮を學理的に又澱地に探究して興味深く書かれたものである。

東京都千代田霞
永田町二ノー 畷日本林業技術協

擬替口座

東京60448"
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